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本稿は， A， B， C， D， E， F農家(1)に続く G農家の生活時間調査(昭和59年度調

査)の分析である。つまり農家の生産・生活構造を時間的構造において把握しようとする

ものである。より詳しくいえば，農家の労働と外出生活行動における，家族成員の役割分

担と社会関係を構造的に把握しようとするものである。本稿は， 2.3haの経営耕地と 50ha

の山林を所有する専業農家を調査対象としている。これまでのAから Fまでの農家が，主

として農業生産に依拠して農家生活を営むことが多かったとはいえ，従として兼業を行な

っていた。しかし，このG農家は，まさに専業農家である。

調査方法は，これまでの報告の場合と同様一貫して同じであるが，以下にその調査方法

を列挙しておこう。

(1) 毎日の生産・生活時閣の記帳。各年の 4月1日から翌年の 3月31日まで。

(2) 対象家族成員は，主として大人であるが，生産的労働をおこなう未成年者も可能な

限り含めた。

(3) 時閥単位を 10分とした。つまり， 10分以上の継続的な行動について調査し， 10分

未満のものははぷいた。

(4) 労働時聞については，自宅内外を問わずすべて調査した。労働以外の生活行動につ

いては，外出(自宅外の生活行動)に限り調査した。すなわち， (6)の時刻調査を除き，

在宅〈自宅内)の生活行動については，調査をはぶいた。

(5) 外出については，その行先(例えば00市.00部落)を調査した。

(6) 在宅の起・就床時刻と食事(朝，昼，タ〉開始時刻を調査した。

次いで，調査結果を次のように分類して分析をおこなった。
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(1) 労働時間

イ 農業労働時間(農作業〕

ロ 兼業労働時間(賃労働，内職など)

(2) 生活時間

イ 在宅生活時間(睡眠，食事，家事，育児，家族だんらんなど〉

ロ 外出生活時間(諸会合，交際，学校・学習，レクリエーショ Y，送迎，買物など〉

なお，今回のG農家の生活時間調査の整理におたり，前回と同様に外出生活行動のなか

で， 2つ以上の目的をもって外出した場合には，適宜それぞれの目的に応じて時聞を分割

した。

( 1 )農家概要

1) 杉沢部落

2. G農家の生活時間構造

G農家は，山形県最上郡金山町杉沢部落にあり，金山町の中心部から北東へ約 lllan，

国道 13号線沿いの地区の中心地の下中田部落から東へ5lanの地点にある(第 1図参照)。

杉沢部落は，中田春木川の上流の杉沢川沿いにあり， ほほ 2同1の聞に 17戸が点在する。

農家が 16戸，非農家が 1戸(農家が借金返済のため耕地を処分して脱農した)である。

1980年世界農林業セシサスの農業集落カードによって，その概要をみることにする。専

兼業別農家数は，専業農家がわずかに 1戸で第I種兼業農家が 12戸，第E種兼業農家が

3戸で，第I種兼業農家が圧倒的に多い。経営耕地面積規模別農家数は， 0.3 ha未満が 1

戸， 0.3 -0.5 ha層がなく， 0.5 -1.0 ha層と1.0 -2. 0 ha層がそれぞれ2戸 2.0-

3.0ha層が 10戸， 3ha以上層が 1戸となっており， 2.0 -3.0ha層が厚い。農産物販売

金額規模別農家数のうち戸数の多い2層をあげると， 200-300万円層と 300-500万円

層がそれぞれ5戸である。農業経営組織別農家数では，稲作単一経営が8戸で最も多く，

ついで複合経営4戸，準単一経営3戸となっている。なお，兼業従事者24人中主に出稼

ぎをするものが 14人(男 12人，女 2人)いるc このような杉沢部落のなかで， G農家は，

経営規模は上層に属し，稲作を基幹部門とし，畑作，畜産部門を合せもち，林業(杉とナ

メコ〕の複合経営をおこなう専業農家である。

2) 家族構成

第 1表にみられるように， G農家の家族成員は 7人である。すなわち，経営主 39歳，

妻 37歳，長女 16歳，長男 15歳，二女 12歳，父 65歳，母 62歳の 2夫婦3世代家族であ

る。経営主と妻が基幹労働力で，父母が補助労働力である。長女と長男が高校生で，二女
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が中学生である。経営主は父が戦傷で右足を

失ったため，小学生の頃から農業後継者にな

ることを促され， 中学校卒業後就農した(2)。

就農のかたわら定時制高校を卒業する。経営

主は，彼の祖父から伝統的な農業技術を習得

した。例えば.r…田の段差が大きいため水

口が堀れてしまう。何年も同じところを水口

にしておくと，そこのところがだんだんひっ

第 1表 G農家の家族構成

続柄|年齢|学歴|備 考

新制高経営主 39 

妻 37 

長女 16 

長 男 15 

ニ 女 12 

父 65 

母 62 

" 

青年学校

旧制中|

高校 2年生

1年生

中学 1年生

こんでいく。だから，水口というのは三年に

一回は移すものだ…J(3)というように教えら

れた。しかし，祖父は，他方で「…水回を，他家よりも早く乾田にしたり，区画整理をし

注 昭和 59年 4月 1日現在である.
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たり，客土を冬の仕事として行J(41なった進歩的側面を合わせもっていた。経営主ほ，高

校時代の農業クラブ活動を皮切りに農業・林業技術を高めていく。同志を結集させながら，

指導者を求め，金山町はいうまでもなく県内，東北，東京へと交流を拡大させていく。こ

のようにして，経営主は，既K指導者の立場に立たされている。自給を大切にし，杉を育

てるという理念を実行しながら，農業機械化を進め商品生産をおこなっている。彼が高校

生弁論大会で知り合った妻と昭和 39年に結婚してから 54年に祖母が死亡するまでの 15

第 2表 G 農家の役職

続柄 役 職

経営主| 山形県地域林業振興協議会委員

M 指導林家

林業士会委員

ν 林業グノレープ連絡協議会会長

金山町森林組合青年部運営委員

ナメコ生産者協議会会長

杉沢部落(少年係，農政事務取扱者，初犯係，統計調査員，記録係〉

中団地区青少年育成連絡協議会副会長

金山町交通安全協会理事

金山交流会代表世話人

中田小学校PTA副会長

金山中学校PTA整備部副部長

新圧農業高等学校PTA副会長，補導員長

妻 杉沢部落(衛生補導員，母子保健員)

父

金山町青少年健全育成町民会議委員

雑草の友(生活改善実行グループ〉会員

金山町森林組合理事

農協年金の友の会監事

農業者年金協会理事

高堂老人クラブ(中田地区)幹事

納税貯蓄組合(連合会〉県理事，郡副会長，町会長

身体傷害者福祉協会県評議員，町副会長

傷庚軍人会県理事，町会長，戦傷病者相談員

(全国〕近歩二会(近衛歩兵二連隊)理事

母 | 傷庚軍人妻の会県評議員，郡副会長，町会長

注(1) 昭和 59年度中の役職である.

ロ) 資格や所属を含めた 金山交流会は，地域や農業を考える自主的な学習グループ

である.
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年間は 3夫婦4世代家族であったが，後にみるように家族のピクニックなどをとおして，

家族における人間関係を大切にしている。

言い伝えによれば，杉沢部落は「…寛永年中秋田角館より新圧藩士梅沢直に従ひ当地に

来りし栗田彦兵衛同次郎左衛門兄弟のもの開きたりJ(5)ということである。 G農家は，次

郎左衛門の分家である。分家した年次は不明だが，経営主が 9代固なので，仮Iこ主代25年

として初代を逆算すれば，明和 3年 (1766年〉頃となる(6)。また， G農家の住宅は， 190 

年前(逆算すると寛政7年一1795年一〉に建てられたという。いずれにしても， G農家ば

徳川中期からの古い家だということになる。

さて， G農家では，第2表にみられるように数多くの役職を担っている。指導林家の経

営主の役職は，山形県地域林業振興協議会委員をはじめ，なめこ生産者協議会会長，杉沢‘

部落の農政事務取扱者，金山交流会代表世話人，新圧農業高校PTA副会長など 15種に

およぶ。妻は，杉沢部落の衛生補導員，金山町青少年健全育成町民会議委員をつとめ，雑

草の友(生活改善実行グループ)の会員である。父は，金山町森林組合理事をはじめ，農

業者年金協会理事，高堂老人クラブ(中回地区〉幹事，納税貯蓄組合の山形県理事，身体

障害者福祉協会の県評議員， f'纂庚軍人会県理事，全国近歩二会(近衛歩兵二連隊〉理事な

ど多くの役職を担っている。母ば，傷庚軍人妻の会関係の役職をつとめている。

最後に，経営主と父のそれぞれの兄弟姉妹の動向に触れておこう。経営主は 3人兄弟

の長男である。次弟ほ大学を末弟は高校卒業後それぞれ公務員勤務で，前者が仙台市，後

者が金山町iC居住している(末弟は婿入り)。父の兄弟姉妹は. 5男 5女で 10人である。

男兄弟のうち農業に従事するのは，第 l子で長男の父と，次弟の 2人である。次弟は，昭

和 29年分家し，杉沢部落lζ居住する。 2番目の弟は，公務員勤務で横浜市に. 3番目の

弟は，団体職員勤務で山形市に 4番目の弟は，会社勤務で東大阪市にそれぞれ居住する。

父の妹たち 5人は，すべて農家lこ嫁いだ。 1番目から 3番目の妹たちは金山町内(外沢，

有屋，田茂沢〉に 4番目と 5番目の妹たちは新圧市内(土内，小月野〉に居住する(た

だし， 2番目の妹は昭和 59年死亡した〕。

3) 生活財

G農家の生活財としての建物と耐久消費財は，以下のとおりである。住宅面積は，延

224 nf，土蔵が 2棟あり合計延面積が 127nfである。住宅は，先に述べたように 190年前

に建てられたといわれるが，その住宅の柱は，すべて丈夫な杉の心材(杉材の赤い色をし

た心部)が用いられているという (7)。 もちろん，修繕や改造がなされている。経営主の

祖父が昭和 26年に作った「いろりドラムカン風呂わかし器」は，薪を活用したもので現

在も使われている (8)。
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耐久消費財の導入状況は，杉沢部落に電気が導入された昭和23年にラジオが入って以

来， 26年自転車， 34年カメラ， 35年白黒テレビ 37年プロパンガス， 38年乗用車， 41 

年電気洗濯機，テープνコーダー， ミシシ， 43年電気冷蔵庫，パイク， 46年カラーテレ

ビ，ガス湯沸器，石油ストープ， 47年頃電気掃除機， 50年餅鵠機， 57年冷凍庫， 58年ス

テレオがそれぞれ導入された。

なお，経営主と妻の自動車運転免許取得年は，それぞれ昭和 38年および 41年である。

4) 農家 経 営

G農家は専業農家である。農業経営は，稲作を基幹とする畑作，畜産，林業の複合糧営

である。商品化されているのは，米，ニラ，オミナエシ，和牛(肥育)，杉材， ナメコな

どである。

G農家の経営耕地面積は，田 225a，畑 5a計 230aである〈第3表〉。また，山林5Oha，

宅地 132aを所有する。団地数は，回 3団地，畑 1団地，山林 10団地である。なお，山林

の10団地ば，すべて杉沢部落の周囲にあり， 自宅から最も遠い所で直線距離にして約3

h である。山林の人工林率は70%である。水稲品種別作付面積は， アキヒカリ 100a，

キヨエシキ8Oa，ヒメノモチ 20aである。減反面積は 25a，その利用状況は，青刈稲 10

a，ニラ 5a，オミナエシ・山菜4a，野菜・大小豆6aである。米の販売数量は 215俵.

飯米数量は 18俵である。

農業用建物として，作業場 (99m')，畜舎 (25m')，蘭舎 (116m')，農機具舎(12m') 

がある。

農業用機械の導入状況は， 昭和 15年に石油発動機と精米機が導入されて以来， 23年に

モーター，動力脱穀機，動力籾摺機， 36年に自動耕転機， 38年に手動の散粉機 44年l乙

動力散粉機， 45年にパイシダー， 46年ICハーベスター， 47年1(:田植機， 49年1(:トラック，

51年1(:トラクター，ヲシパイシ，乾燥機 54年IC草刈機がそれぞれ導入された。林業用

機械のうち杉生産用では， 38年頃チェ'./;/ー， 45年スノーモービル， 52年刈払機を， ま

たナメコ生産用では， 48年殺菌釜， ボイラー， 53年キノコ用ミキサーがそれぞれ導入さ

れた。

家畜は，和牛(肥育) 1頭，山羊 1頭，鶏 20羽を飼養している。和牛を飼いはじめた

のは昭和 30年である。山羊は経営主の高校卒業記念として 39年から飼っている。山羊，

鶏は自給用である。役畜としての馬は， 30年まで2頭， 45年まで 1頭飼養されていた。

G農家の昭和 59年度の農家所得は，総額462万円である。内訳をみると，米306万円，

畑作物(ニラ，オ Eナエシ) 2万円，和牛8万円，杉材 30万円，ナメコ 35万円，年金 81

万円である。現金家計費は，月約 10万円である。
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(2) 農業労働時間

まず，農業労働時間という表現について断っておかねばならない。 G農家の場合は，山

林 50haを所有し本格的な林業生産をおこなっているので，本来ならば農林業労働時間と

すべきであるが，林業労働時間を含めてあえて農業労働時間とした。

G農家の生活時間構造を規定するものは，いうまでもなく農業労働のあり方である。部

門別，続柄別に年間の農業労働時間をみたのが第4表である(第2図参照〉。総農業労働

時間 4，581時間のうち，稲作が 1，309時間 (29%)，畑作が 962時間 (21%)，畜産が 377

時間 (8%)，林業 1，934時間 (42%)で，林業が最も多く，次いで稲作，畑作，畜産の順

となっている。家族成員別に労働時聞をみると，全体では，経営主 50%，委 41%で 91% 

を占め，この 2人が基幹労働力であることを示している。父母はそれぞれ4%および 5%

第 4表 G農家の農業労働時間(部門別，続柄別〉

(単位:時間. ( )内は日数}

稲作 820(182) 447( 91) 21C 9) 22( 9) 1，309(291) 

畑作 102( 33) 580(125) 77( 28) 203( 79) 962(265) 

実 数 畜産 307(341) 49( 84) 16( 12) 6( 11) 377(448) 

林業 1，051(187) 799(173) 63( 20) 21( 10) 1，934(390) 

計 2，280(349) 11，875(329) 176( 62) 251( 97) 4，581(837) 

稲作 36( 52) 24( 28) 12C 15) 9C 9) 29( 35) 

畑作 4( 9) 31( 38) 44( 45) 81( 81) 21( 32) 
部門別割合

畜産 13( 98) 3( 26) 9( 19) 2( 11) 8( 54) 
(%) 

林業 46( 54) 43( 53) 36( 32) 8( 10) 42( 47) 

計 1∞(100) 100(1∞) 100(100) 100(100) 100(100) 

稲作 63( 63) 34( 31) 2( 3) 2( 3) 100(100) 

畑作 11( 12) 60( 47) 8( 11) 21( 30) 100(100) 

続柄(別%)割合 畜産 81( 76) 13( 19) 4( 3) 2( 2) 100(100) 

林業 54( 48) 41( 44) 3( 5) l( 3) 100(100) 

計 50( 42) 41( 39) i 4( 7) 5( 12) 100(100) 

|経営主[ 父 母 ム
l

-雪ロ

注(1) 時間は 30分以上と未満をそれぞれ切り上げ， 切り捨てとした. 表の合計数値の

合わない場合があるのはそのためである.また%は 4捨5入である.以下同じ.

(2) ()内は従事日数であるが，各人の計が，部門毎の計より少ないのは 1日の

うちに稲作業と畑作業の両方おとなった場合には農作業として 1日とみなしたため

である.

(3) 農業労働時間という表現については G農家の場合山林 50haを所有し本格的な

林業生産をおとなっているので，通常農林業労働時間と呼称するのが適切であるが，

あえて農業労働時間とした.
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である。部門別労働時間のなかで，経営主が妻より高い割合を示すのが，稲作，畜産，林

業であり，そのうち畜産が81%で最も高い。畑作では妻が 60%と最も高く，次いで母，

経営主，父の順となっている。

第2図によれば，農業労働時間全体では 5月と 10月との 2つが大きなピークを， 2 

月が小さなピークを，そして 1月が谷を形成している。しかし，かなりピークが均されて

いるといえる。部門別にみると，稲作は 5月と 10月のピーク，畑作は 6月から 8月まで

の山，畜産にはピークがなく，林業は 11月と 2月がピークである。

1) 稲作労働時間

稲作における作業種類別分担状況をみたのが第5表，第6表，第7表である。稲作労働

時間全体のなかで， 10%以上を占める稲作業種類は，育苗 (26%)と稲刈り (16%)の

2つの作業である。これを続柄別にみた場合，経営主と妻は同様であるが，父は育苗，7.k

管理，草){IJり，稲刈りの4種の稲作業11:従事するだけで， それぞれがすべて 10%以上と
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第5表 G農家の稲作労働時間〈作業種類別，続柄別〉一一(1) 実数一一

I 育 苗

E 本田整備

E 施 ~e 
N 回 植 え

V 補 植

VI 防 除

1唖水 管 理

WI 草 刈 り
K 本田除草

X 稲 メリ り
刃脱 穀調 製

XII 乾 燥

xn出 荷

E 農業機械整備

xv堆 肥 運 搬

XVI そ の 他

計

「経営主| 妻

141( 40) 176( 53) 
75( 13) 8( 2) 
37( 10) 13( 5) 
39( 5) 27( 5) 
16( 3) 33( 8) 
35( 12) 2( 1) 
52( 42) 6( 3) 
94( 85) 1( 1) 
55( 10) 11( 3) 
93( 17) 115( 17) 
38( 8) 25( 5) 
12( 13) 5( 6) 
6( 2) 7( 3) 
47( 23) 9( 4) 
41( 8) 

|似 ω 11C 6) 
820(301) 447(122) 

父

3( 1) 

2( 1) 
11( 5) 

5( 2) 

21( 9) 

(単位:時間. ( )内は日数)

母|計

15( 6) 334(100) 

一 83( 15) 
3( 1) 53( 16) 

66( 10) 
49( 11) 
37( 13) 
60( 46) 

2(1) 107( 92) 
66( 13) 
213( 36) 
63( 13) 
17( 19) 
13( 5) 
55( 27) 
41C 8) 

3C 1) 54C 17) 
22C 9) 1， 309(441) 

第6表農家の稲作労働時間(作業種類別，続柄別〕一一(2) 作業種類別割合一一

(単位:%) 

l経営主| 妻 父 母 計

I 育 苗 17( 13) 39( 43) 12C 11) 67( 67) 26( 23) 

E 本田整備 9( 4) 2( 2) 6( 3) 

E 施 ~e 4C 3) 3C 4) 12C 11) 4( 4) 

W 回 植 え 5( 2) 6C 4) 5( 2) 

V 補 植 2( 1) 7C 7) 4( 2) 

VI 防 除 4C 4) OC 1) 3C 3) 

w 水 夕国立 理 6( 14) lC 2) 10C 11) 5C 10) 

¥lII草 刈 り 11( 28) O( 1) 53C 56) 7( 11) 8( 21) 

R 本田除草 7( 3) I 3( 2) ー 5( 3) 
X 稲 刈 り 11C 6) i 26( 14) I 26( 22) 16( 8) 
XI脱穀調製 5( 3) 
XII 乾 燥 lC 4) I 1( 5) ー 1( 4) 
xn出 荷 1( 1) 
XlV農業機械整備 6( 8) i 2( 3) ー 4( 6) 
xv堆 肥 運 搬 5C 3) 3( 2) 

XVI そ の {也 5( 3) 2( 5) 14( 11) 4( 4) 

計 100(100) 100(100) 100(100) 100(100) 100(100) 
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第7表農家の稲作労働時間(作業種類別，続柄別〉一一(3) 続柄別割合一一

r~ 'g司妻 父 母

I 育 苗 42( 40) 53(53) 1( 1) 4( 6) 1∞(100) 
E 本田整備 9O( 87) 10(13) 100(100) 
E 施 肥 70( 63) 25(31) 一 5( 6) 100(100) 
N 田 植 え 59( 50) 41(50) 100(100) 
V 補 植 i 33( 27) 67(73) 100(100) 
VI 防 除 95( 92) 5( 8) 100(100) 
w 水 管 理 87( 91) 10( 7) 3( 2) 100(100) 
w 草 刈 り 87( 92) 1( 1) 1O( 5) 1c 1) 100(100) 
IX 本 田 除 草 83( 77) 17(23) 100(100) 
X 稲 刈 り 44( 47) 54(47) 3( 6) 100(100) 
沼 脱穀 調製 61C 62) 39(38) 100(100) 
XIl乾 燥 73( 68) 27(32) 100(100) 
XlJ[出 荷 ! 46( 40) 54(60) 100(100) 
XlV農業機械整備 84( 85) 16(15) 一 100(100) 
xv堆 肥 運 搬 100(100) 100(100) 
m そ の イ也 加 (35) 6( 6) 100(100) 

計 63( 68) 34(28) 2( 2) 2( 2) 100(1∞〉

なっており，とくに草刈りが多い。母は育酋，施肥，草刈り，その他の 4種の稲作業に従

事するだけで，そのうち育苗が多い。また，経営主夫婦についてみると，経営主だけがお

となっている作業種類は，堆肥運搬だげである。

月別に稲作労働時聞をみたのが第8表である。稲作労働のピークが5月と 10月である

ことはすでにみたとおりである。ただし，そのほか 4月は育酋， 7， 8月は除草 9月は

稲刈りなどでそれぞれ 100時間を超える。 11月， 12月および翌年3月にわずかの稲作労

働があるにすぎず， 1月， 2月には全くない。

2) 畑作労働時間

すでに述べたように，普通畑作面積は 5aと少ないが，減反地の 15aに畑作物が作付さ

れたので，畑面積は事実上 20aとなった。畑作労働時聞を作業種類別にみたのが第9表で

ある。総畑作労働時間962時間のうち 1∞時聞を超える作業種類は，除草，収穫，出荷，

その他である。商品化作物のニラとオミナエシの労働時間は，それぞれ 310時間および

81時間であり，それらの総畑作労働時聞に対する割合は， それぞれ32%および8%であ

る。労働時間の割合を続柄別にみると，ニラでは妻が78%. 次いで経営主13%，母89五，

父0%であり，オミナエシでは，妻が 54%，経営主が 27%で，父母にはない。
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第 8表 G農家の稲作労働時間〈月別，続柄別〕

(単位:時間. ( )内は日数)

「訂正1 父 母 計

昭和59年 4月 138 ( 26) 131 ( 24) 3( 1) 幻1( 51) 

5 193 ( 29) 106 ( 24) 2( 1) 6 ( 2) 307 ( 56) 

6 70 ( 21) 10 ( 4) 5 ( 2) 9 ( 4) 93 ( 31) 

実 7 91 ( 30) 16 ( 5) 9 ( 4) 116 ( 39) 

8 101 ( 25) 11 ( 5) 112 ( 30) 

9 97 ( 26) 80 ( 12) 2( 1) 178 ( 39) 

10 119 ( 22) 87 ( 14) 5 ( 2) 211 ( 38) 

数 11 8 ( 2) 3 ( 1) 11 ( 3) 

12 2 ( 1) 2 ( 1) 

60年 3月 7 ( 3) 7 ( 3) 

計 I 820 (182) 447 ( 91) 21 ( 9) 22 ( 9) 1，309 (291) 

59年 4月 17 ( 14) 29 ( 26) 12 ( 11) 21 ( 18) 

5 24 ( 16) 24 ( 26) 10 ( 11) 26 ( 22) 23 ( 19) 

月
6 9 ( 12) 2 ( 4) 22 ( 22) 42 ( 44) 7 ( 11) 

7 11 ( 16) 4 ( 5) 43 ( 44) 9 ( 13) 
~U 8 12 ( 14) 2 ( 5) 9 ( 10) 

寄j 9 12 ( 14) 18 ( 13) 7 ( 11) 14 ( 13) 

-&入4 
10 15 ( 12) 19 ( 15) 26 ( 22) 16 ( 13) 

11 1 ( 1) 14 ( 11) 1 ( 1) 
(%) 12 o ( 1) 一 o ( 0) 

60年 3月 1 ( 1) 

計 100 (100) I 1∞ (100) 100(100) 100 (100) 100 (100) 

59年 4月 51 ( 51) 48 ( 47) 100 (100) 

5 63 ( 52) 35 ( 43) 1 ( 2) 2 ( 4) 100 (100) 
続 6 75 ( 68) 10 ( 13) 5 ( 6) 10 ( 13) 100 (100) 

柄 7 79 ( 77) 14 ( 13) 8 ( 10) 一 100 (10の

~U 8 90 ( 83) 10 ( 17) 100 (100) 
9 54 ( 67) 45 ( 31) 1 ( 3) 100 (100) 

寄J 10 56 ( 58) 41 ( 37) 3 ( 5) 100 (100) 
メ日弘、 11 73 ( 67) 幻(33) I 100 (100) 

(%) 12 100 (100) 100 (100) 
60年 3月 100 (100) 100 (100) 
計 63 ( 63) 34 ( 31) 2 ( 3) 2 ( 3) 100 (1∞〕
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第 9表 G農家の畑作労働時間(作業種類別，続柄別〉

|経営主| 妻

I耕転，整地 16 ( 7) 16 ( 7) 

E播種，植付 12 ( 3) 34 ( 15) 

E除 草 171 ( 53) 

IV施 肥 15 ( 9) 

V中 耕 14 ( 5) 

VI防 除 4 ( 3) 

VlI収 穫 51 ( 39) 

WI出 荷 50 ( 18) 167 ( 32) 
l X そ の 他 24 ( 11) 109 ( 46) 

計 102 ( 39) 580 (209) 

2 ( 3) 

E揺種，植付 12 ( 8) 6 ( 7) 

E除草 l 29 ( 25) 

IV施 肥 3 ( 4) 

V中 耕 2 ( 2) 

VI防 除 1 ( 1) 

羽収 穫 9 ( 19) 
WI出 荷 49 ( 46) 29 ( 15) 

Eその他 24 ( 28) 19 ( 22) 

計 100 (100) 100 (100) 

I耕転，整地 35 ( 37) 35 ( 37) 

E播種，植付 17 ( 9) 46 ( 47) 

E除 草 86 ( 84) 

IV施 目巴 100 (100) 

V中 耕 72 ( 63) 

VI防 除 56 ( 60) 

¥1]収 穫 43 ( 54) 

WI出 荷 21 ( 30) 69 ( 53) 

lXその他 10 ( 11) 45 ( 45) 

計 11 ( 11) 60 ( 56) 

父

10 ( 3) 

11 ( 5) 

一

2( 1) 

22 ( 9) 

1 ( 1) 

32 ( 13) 

77 ( 32) 

12 ( 9) 

14 ( 16) 

2 ( 3) 

28 ( 28) 
1 ( 3) 

42 ( 41) 

100 (100) 

21 ( 16) 

51 ( 16) 

8 ( 13) 

18 ( 13) 

o ( 2) 
13 ( 13) 

8 ( 9) 

{単位:時間， ( )内は回数)

母 i計
、 L

4 ( 2) 46 ( 19) 

17 ( 9) 74 ( 32) 

28 ( 10) 199 ( 63) 

一 15 ( 9) 

4 ( 2) 20 ( 8) 

3 ( 2) 7 ( 5) 

45 ( 24) 117 ( 72) 

24 ( 9) 241 ( 60) 

79 ( 33) 245 (103) 

203 ( 91) 962 (371) 

2 ( 2) 5 ( 5) 

8 ( 10) 8 ( 9) 

14 ( 11) 21 ( 17) 

2 ( 2) 

2 ( 2) 2 ( 2) 

1 ( 2) 1 ( 1) 

22 ( 26) 12 ( 19) 
12 ( 10) 25 ( 16) 

39 ( 36) 25 ( 28) 

100 (100) i 100 (100) 

9 ( 11) 100 (100) 

22 ( 28) 100 (100) 

14 ( 16) 100 (100) 

100 (100) 

20 ( 25) 100 (100) 

44 ( 40) 100 (100) 

39 ( 33) 100 (100) 

10 ( 15) 100 (100) 

32 ( 32) 100 (100) 

21 ( 25) 100 (100) 
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第 10表 G農家の畑作労働時間(月別，続柄別〉

|経云云1 妻

昭和59年 4月 11 C 5) 

5 14 ( 4) 66 C 17) 

6 26 C 8) 143 C 27) 

実 7 6 C 2) 127 C 23) 

8 42 C 13) 136 C 26) 

9 4 ( 3) 54 C 13) 

10 16 ( 5) 

数 11 9 C 2) 23 ( 7) 

12 2C 1) 

60年 3月 4 ( 2) 

計 102 ( 33) 580 (125) 

59年 4月 2 ( 4) 

5 14 ( 12) 11 ( 14) 

月 6 25 ( 24) 25 ( 22) 

7 6 C 6) 22 ( 19) 
Eリ

8 41 ( 39) 23 ( 21) 

害j 9 4 ( 9) 9 ( 10) 

メ日当、 10 3 ( 4) 

11 9 ( 6) 4 ( 6) 
(%) 

12 2 C 3) 

60年 3月 1 ( 2) 

計 100 (100) 100 (100) 

59年 4月 100 (100) 

5 14 ( 13) 65 ( 57) 

続 6 12 ( 15) 65 ( 49) 

柄 7 4 C 6) 76 ( 64) 

5.lU 
8 19 ( 24) 61 ( 48) 

害j 9 4 ( 8) 52 ( 34) 

メロ与、 10 26 ( 21) 

11 14 ( 11) 35 ( 39) 
(%) 

12 50 ( 50) 

60年 3月 64 ( 67) 

計 11 ( 12) 60 ( 47) 

父

12 ( 5) 

11 ( 5) 

14 ( 3) 

9 ( 5) 

19 ( 7) 

12 C 2) 

2( 1) 

77 ( 28) 

15 C 18) 

14 ( 18) 

18 ( 11) 

12 ( 18) 

25 ( 25) 

15 ( 7) 

3 ( 4) 

100 (1∞) 

11 ( 17) 

5 C 9) 

6 ( 6) 

9 ( 13) 

32 C 29) 

17 ( 11) 

36 ( 33) 

8 ( 11) 

{単位:時間.( )内は日数)

母 l 計

11 C 5) 

11 ( 4) 102 C 30) 

42 ( 15) 221 ( 55) 

33 C 11) 167 C 36) 

31 ( 12) 222 C 54) 

37 ( 17) 104 ( 38) 

35 ( 12) 60 ( 24) 

23 ( 7) 67 C 18) 

2( 1) 3 C 2) 

6 ( 3) 

203 ( 79) 962 (265) 

1 ( 2) 

5 C 5) 11 ( 11) 

21 C 19) 23 ( 21) 

16 ( 14) 17 C 14) 

15 C 15) 23 C 20) 

18 ( 22) 11 ( 14) 

12 ( 15) 6 ( 9) 

11 ( 9) 7 ( 7) 

1 C 1) O( 1) 

1 C 1) 

100 (100) 100 (100) 

100 (100) 

10 ( 13) 100 (100) 

19 ( 27) 100 (100) 

20 C 31) 100 (100) 

14 ( 22) 100 (100) 

35 C 45) 100 (100) 

42 ( 50) 100 (100) 

34 ( 39) 100 (100) 

50 C 50) 100 (100) 

100 (100) 

21 ( 30) 100 (100) 
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畑作労働時聞を月別にみたのが第 10表である。 6月から 8月に畑作労働時間の山があ

るととはすでに述べた〈第2図多照〉が，それ以外の月で1∞時閣を超える月は，その山

の前後の 5月と 9月である。 4月， 12月，翌年の 3月は，ごくわずかの労働時間であり，

1月と 2月には畑作労働がない。月別割合および続柄別割合についての詳細な説明は省略

する。

3) 畜産労働時間

G農家は，前述のとおり，肥育和牛 1頭，山羊 1頭，鶏 20羽を飼養している。畜産労

働時間を作業種類別にみたのが第11表である。総畜産労働時間 377時間のうち， 日常的

な管理の給飼が 90%を占める。 ここで，家畜の飼料となる草の刈り取りと青刈り稲の刈

り取りなどの労働は，稲作に含まれていることをお断わりしておく。ところで，畜産労働

時間を続柄別にみると，経営主が81%.妻 13%，父 49五，母2%である。妻の音産労働

の大部分と母のそのすべては，経営主が不在のため給飼を分担したものであり，父の大部

第 11表 G農家の蜜産労働時間〈作業種類別，続柄別)

{単位:時間.( )内は回数)

(瓦亙~ 妻 父 母 計

I給 餌 284 (340) 46 ( 82) 4 ( 7) 6 ( 11) 339 (440) 

実 E分 娩 2C 1) 2C 1) 3 C 2) 

E飼料生産 2 ( 1) 2( 1) 3 ( 2¥ 

町糞尿処理 15 ( 8) 一 一 15 ( 8) 

数 Vその他 5 ( 4) 12 ( 5) 17 ( 9) 

言十 307 (354) 49 ( 84) 16 ( 12) 6 ( 11) 377 (461) 

作 I給 餌 92 ( 96) 94 ( 98) 23 ( 58) 100 (100) 90 ( 95) 
業 E分 娩 o ( 0) 3( 1) 1 ( 0) 
種
類 E飼料生産 o ( 0) 3( 1) 一 1 ( 0) 
JJIj IV糞尿処理 5 ( 2) 4 ( 2) 
害j
メ日入 Vその他 2( 1) 77 ( 42) 5 ( 2) 

(%) 計 100 (100) 100 (100) 100 (100) 100 (100) 100 (100) 

餌 84 ( 77) 13 ( 19) 1 ( 2) 2 ( 3) 100 (100) 

続 E分 娩 50 ( 50) 50 ( 50) 100 (100) 
柄
JJIj E飼料生産 50 ( 50) 50 ( 50) 100 (100) 
害l IV糞尿処理 100 (100) 100 (100) 
月E司、
(%) Vその他 30 ( 44) 70 ( 56) 100 (100) 

計 81 ( 77) 13 ( 18) 4 ( 3) 2 ( 2) 100 (100) 

注.分娩は山羊の分娩である.
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分は，鶏の解体である。

f 第12表は，畜産労働時聞を月別にみたものである。先きに第 2図に示したように，毎

月およそ 30時間前後の畜産労働時間である。 4月が 40時間を超えているが，一度金山町

の家畜商を訪ねたことがあるだけで，ほかはすぺて給飼である。

第 12表 G農家の畜産労働時間(月別，続柄別〉

実

昭和59年 4月
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 

60年 1月
2 
3 

|経営主| 妻

I 25 ( 29) 
I 31 ( 31) 

25 ( 27) 
25 ( 29) 
24 ( 28) 
26 ( 30) 
24 ( 29) 
26 ( 27) 
30 ( 31) 
25 ( 28) 
21 ( 22) 
27 ( 30) 

、lJ
、、，
J、、，
J、、，
J、ノ、
1
ノ、，ノ、、ノ、
IJ
、l
ノ、
j
，、ノ

t
A
q
u
白

3
d
ω
z
a
u
a
u
d
-
z
A
U
F
D
田口門
'
n
u

唱

目

.

ム

曲

唱

『

目

ム

.

噌

'

ft
、〆/'‘
L、〆
t、〆
t、〆/.‘、
rf‘、
f
‘、、
f
‘、、
/t
、〆
t、〆
t、〆
.L、

0
3
F
5
D
8戸
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第 13表 G農家の林業労働時間(作業種類別，続柄別〉

(単位:時間， ( )内は日数)
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.4) 林業労働時間

G農家は，前述したように 50haの山林を所有し杉の生産をおこなっており，かつナメ

コを栽培している。なお，杉の生産において，立木として売却するので伐木，還材などの

作業はない。また，ナメコはオガ屑ナメヨが主であるが，そのほか原木ナメコ栽培をおこ

第 14表 G農家の林業労働時間(月別，続柄別)一一一(1) 実数一一

(単位:時間， ( )内は日数)
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ない，さらに若干山菜(ワド，アイコ〕の栽培をしている。商品化されているのはナメコ

だけである。

山林労働を作業種類別にみたのが第 13表である。総山林労働時間 1，934時間のうち，

杉が 403時間 (21%)，ナメコが 1，531時間 (79%)である。先ず杉からみると，下刈り，

第 15表 G農家の林業労働時間(月別，続柄別)一一(2) 月別割合ー一一
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除伐が 203時間で最も多く，次いで植えつけ 115時間，見回り 51時間などとなっている。

続柄別にその分担状況をみると，杉労働の 82%を経営主が担い，次いで父 15%，母3%，

妻 0%となっている。それを作業種類別にみると，植えつげと機械整備は，専ら経営主が

担当する。下刈り，除伐は，その 92%を経営主が， 8%を父が分担する。なお， ここで

第 16表 G農家の林業労働時間(月別，続柄別)ー一一(3) 続柄別割合一一

父 母

昭和59年 4月 51 ( 50) 
5 56 ( 25) 44(( 75) I 100 (100) 
6 100 (100) 

-100(100O0O0〉〉) 
7 

9498((956057) ) ) 
1((5) ) -loo  (〈( 1 

8 52 ( 50 I 100 cl 
9 81 ( 1 ( 7) 14 ( 20 5 ( 7) I 100 (100) 

杉 10 
100(1500200) ) ) 

100 (100) 
11 64 ( 31 ( 38) 6 ( 10) 

100(1000000) 〉) 12 100 (1 100 (1 
60年 1月 100 (100) 100 cl 

2 
3 

計 82 ( 71) O( 1) 15 ( 23) 3 ( 5) 100 (100) 

59年 4月 77 ( 62) 
22339〈((331886〉〉〉

100 (100) 
D 6938) ) 8 ( 25) 100 (100) 

ナ
6 86 ( 74 3 ( 5) 3 ( 5) 100 (100) 
7 
8 

1凹(〈((( 1曲〉〉〉
100((10000) ) 

9 46 ( 44 
5官2〈i(56M73〉j ) 22((66) ) 100 cl 

メ
10 26 ( 27 

1001000000) 〕) 11 4142) )l 59 ( 58 100 c1 
12 44 ( 45 56 ( 55 100 (1 

60年 1月 24〈(26〉)!j 
76 ( 64) 

100(((1000000〕〕) 2 49 ( 45 5155) ) 100 c1 コ l

3 54 ( 43) i 46 ( 57 100 c1 

計 47 ( 44) 52 ( 54) o ( 0) 1 ( 2) 100 (100) 

59年 4月 75 ( 60) 20( (33) 5i7〉 |100〈 内
5 64 ( 33) 14 ( 25) 

17i ( (25〕
517)100(( ( 100 

6 84(( 70〕 9 ( 15 5 ( 10) 35)100100〉) 

7 99 ( 95) 1 ( 5) I 100 (100 
8 50 ( 57) 5043) ) 100(10000) ) 
9 61 ( 53) 

4田7〈〈臼4z鈎4i〉〉〉

6 ( 10 3(( 7) 

110000 〈〈1 1曲同曲凹曲曲〉〉〉〉〉〉
計

10 
51( ( 〈(41 

2 ( 5) 
11 47 ( 41) 44 ( 8 ( 12) 1 ( 3) 100 (1 
12 46 ( 45) 

5724〈( 
100 (1 

60年 1月 28 ( 38) 100 (1 
2 49((45〉) 51〈(55〉 100 (1 
3 46 ( 57) 100 (1 

計 54 ( 48) 41 ( 44) 3 ( 5) i 1 ( 3) 100 (100) 
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4月 5 6 7 8 9 10 11 12 2 3 
、司ーーー-v-----'

59年 60年

第3図 G農家の林業労働時間(杉，ナメコ〉

父がおこなう作業は，杉林のツタの切り離しゃ林道の草刈りであり，下刈りや除伐は専ら

経営主がおこなう。杉山の見回りは，父が 83%を単独で， 17%は父母が一緒に見回る。

次ぎに，ナメコについてみよう。ナメコに要する総労働時間 1，531時間のうち，仕込み

(オガ屑ナメヨの場合ば，オガ屑と米糠の混合，殺菌，植菌の諸作業)と採取がそれぞれ

407時間および421時間で，合わせて 828時間となり 54%を占める。さらに，原材料整備

に225時間，管理(水かけ，換気など〉に 163時間，出荷に 78時閣を要している。なお，

その他のなかでとくに多くの時閣を使っているのは，ナメコの箱の移動である。

ナメコの労働時間を続柄別にその分担状況をみていこう。ナメコ労働時間の 99%を経

営主夫婦が担っており，妻のほうが若干多い。さらに，作業種類別に経営主夫婦の分担関

係をみると，経営主のほうが妻より労働時間の多い作業種類は，仕込み，原材料整備，そ

の他であり，妻のほうが経営主より多い作業種類は，管理，採取，出荷などである。とく

に採取は 89%に達する。

林業労働時間を月別にみたのが，第 14表，第 15表，第 16表および第3図である。林

業労働時間の月別配分については，先きにみたように 7月， 11月， 2月の 3つの山があ

る。それを杉とナメコ K分けてみると，杉については 7月と 9月から 11月と 2つの
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山で形づくられている。 7月は専ら杉の下刈りであり， 9~11 月は，若干杉の下刈り除伐

があるものの，大部分は杉苗の植えつけである。ナメコ労働のピークは， 6月， 11月 2

月の 3つである。 6月は，ナメゴの箱の移動， 11月はナメコの採取 2月は仕込みがそれ

ぞれ盛んにおとなわれる。月別割合と続柄別割合についての詳細な説明は省略する。

(3) 生活時間

1) 在宅生活時間

昭和 44年度以降実施してきたこの生活時間調査のねらいは，すでに述べたように労働

時間と外出生活時間における家族成員の分担関係を把握することにあり，在宅生活時間の

調査をおこなわなかった。しかし，毎日の節目として若干の時刻調査をおこなった。起き

ている聞の在宅生活時間の総量は，総生活時聞から労働時間と外出生活時間および睡眠時

聞を差し引いた数値として示される。第 17表はその 1日の平均値である。 1日の平均労

働時聞は，基幹労働力の経営主が6時間 15分，妻が 5時間8分で経営主のほうが妻より

1時間7分多い。補助労働力の父母は，それぞれ 29分および41分である。生活時間は，

第 17表 G農家の年間1日平均生活時間〈続柄別)

i経営主| 妻 | 父 | 母

労働時間 6.15 5.08 29 41 

生活時 間 10.07 11.37 14.21 14.17 

実 数 5.44 9.09 7.54 10.35 
つ

(時間，分): 外出 4.23 2.28 6.27 3.42 

睡眠時間 7.38 7.15 9.10 9.02 

計 24.00 24.00 24.00 : 24.00 

2 I 3 

生活時間 43 
438 8| 

60 60 

害1] 』日入 44 

(%) 10 27 15 

睡眠時 間 32 30 38 

言十 100 100 

注.外出生活時間(自宅を出てから帰るまでの時間〕には，睡眠時間や食事時間などを

含む場合があるので，外出目的それ自体の所要時間より過大であり，逆に在宅生活時

間は過少である.各人の在宅生活時間の算出方法は次のとおりである.

f年間労働時間 年間外出生活時間
年間 1日平均在宅生活時間=24時間一(一一一一一一+一一一一一一一一

¥365日 365日

+年間在宅睡眠時間1
在宅日数 / 



G農家の起・就床時刻，睡眠時間，食事開始時刻(月平均，続柄別)第四表
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経営主 6.01 5.54 5.56 5.40 5.41 6.04 6.00 6.14 6.12 6.22 5.24 5.53 5.57 

起床時 刻
妻 5.45 5.31 5.34 5.27 5.24 5.36 5.41 5.54 5.49 5.58 5.18 5.38 5.38 
父 6.57 6.46 6.37 6.39 6.40 6.52 6.50 6.54 7.11 7.21 7.06 7.15 6.55 
母 6.57 6.41 6.22 6.07 5.46 6.10 6.31 6.53 7.11 7.17 7.05 7.09 6.41 

経営主 22.21 22.25 22.41 22.30 22.34 22.20 21. 56 22.27 22.24 22.20 21. 39 22.01 22.19 

就床時刻
妻 22.29 22.21 22.44 22.29 22.34 22.37 22.09 22.32 22.29 22.26 21. 48 22.01 22.24 
父 21. 39 21. 45 21.43 21. 58 21. 55 21. 50 21. 36 21. 47 21. 54 21. 54 21. 48 21. 41 21.47 
母 21. 23 21. 36 21.38 21. 47 21. 53 21. 50 21. 34 21. 44 21. 51 21. 47 21. 34 21. 33 21.40 

経営主 7.39 7.29 7.15 7.09 7.11 7.44 8.05 7.47 7.49 7.59 7.44 7.53 7.38 

睡眠時間
妻 7.15 7.05 6.49 6.58 6.53 6.59 7.33 7.22 7.22 7.30 7.29 7.38 7.15 
父 9.19 9.01 8.55 8.41 8.47 9.00 9.14 9.08 9.19 9.45 9.18 9.36 9.10 
母 9.32 9.05 8.45 8.19 7.53 8. 20 8.58 9.09 9.23 9.48 9.30 9.36 9.02 

経営主 7.37 7.26 7.27 7.31 7.18 7.31 7.22 7.33 7.38 7.38 7.41 7.40 7.32 

朝食開始時刻
妻 7.35 7.18 7.23 7.24 7.21 7.29 7.25 7.33 7.39 7.46 7.41 7.46 7.32 
父 7.35 7.27 7.15 7.27 7.23 7.31 7.21 7.27 7.47 7.51 7.44 7.44 7.33 
母 7.40 7.31 7.35 7.30 7.27 7.31 7.25 7.32 7.47 7.55 7.38 7.40 7.36 

経営主 12.13 12.12 12.17 12.16 12.12 12.12 12.10 12.22 12.24 12.21 12.17 12.18 12.16 

昼食開始時刻
妻 12.15 12.13 12.19 12.16 12.13 12.14 12.11 12.25 12.26 12.19 12.16 12.19 12.17 
父 12.12 12.15 12.13 12.17 12.15 12.16 12.13 12.16 12.23 12.18 12.17 12.18 12.16 
母 12.12 12.14 12.15 12.17 12.14 12.16 12.12 12.18 12.18 12.18 12.17 12.20 12.16 

経営主 18.43 19.17 19.15 19.10 19.09 18.47 18. 40 18.20 17.58 18.12 18.41 18.40 18.45 

夕食開始時刻
妻 18.47 19.26 19.21 19.12 19.06 18.49 18.39 18.18 17.56 18.13 18.37 18.40 18.45 
父 18.46 19.17 18.30 19.13 19.06 18.43 19.13 18.14 17.53 18.07 18.37 18.33 18.43 
母 18.46 19.17 19.25 19.12 19.06 18.45 18.38 18.12 17.53 18.07 18.37 18.38 18.43 

(単位:時，分)

|年平均2 
1

6
1
0 ~ 1 

12 11 10 9 8 7 6 5 |昭??|
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経営主が 10時間7分で最も少なし'次いで妻が 11時間 37分，母が 14時間 17分，父が

14 時間 21 分の順に多くなっている。経営主夫婦と親夫婦の世代差が 3~4 時間の差とな

っている。在宅生活時聞については，経営主が5時間44分で最も少なく，次いで父7時

間54分，妻9時間9分，母10時間35分の順fC多〈なっている。主な家事担当者ば妻で

あるが，この在宅生活時間のなかには，経営主夫婦とくに経営主の除雪作業，父の薪割り，

母の花の手入れなどが含まれている。

外出生活時聞については，後述のとおりであるが，父が 6時間27分で最も多<，次い

で経営主が4時間23分，母が3時間42分，妻が2時間28分の順となっている。睡眠時

間は，経営主夫婦が7時間合で，経営主のほうが妻より 23分多く，親夫婦が 9時間台で

父のほうが母より 8分多〈なっている。

とこで時刻調査に触れておとう(第18表〕。

起床時刻……年平均の起床時刻は，経営主夫婦が 5時台の起床で，経営主より妻のほう

が19分早く，親夫婦は 6時台の起床で，母のほうが父より 14分早くなっている。経営主

夫婦は，親夫婦よりおよそ1時間早く起床している。月別ないし季節変化については，説

明を省略する〈以下同じ〉。

就床時刻……年平均の就床時刻は，経営主夫婦が 22待合の就床で，経営主が妻より 5

分早<，親夫婦が 21時台の就床で，父が母より 7分遅い。経営主夫婦は，親夫婦よりお

よそ40分遅い就床である。

睡眠時間-…一年平均の睡眠時間は，経営主夫婦が7時間台で，経営主が妻より 23分多

く，親夫婦が 9時間台で，父が母より 8分多い。

食事開始時刻…-起・就床時刻jおよび睡眠時聞については，経営主夫婦と親夫婦の世代

聞の差が大きく，夫婦問の差は小さかった。この食事開始時刻の家族成員聞の差は極めて

小さい。年平均の朝食・昼食・夕食開始時刻は， それぞれ7時台， 12時台， 18時台であ

るが，最も早く食事を開始する成員と遅い成員との開始時刻の差は，それぞれ4分 1分，

2分である。まさに，共食が基本となっているといえる。

2) 外出生活時間

外出生活行動を便宜上第 19表K示したように分類した。すなわち，凶諸会合， (B)交際，

(ο学校，学習， (防レクリエーショシ， (E)買物， (F)送迎， (G)健康管理その他である。

G農家の外出生活時間を概観しておこう。総外出生活時間は， 6，207時間である。 これ

を目的別にみると， (防 νクFエーショシが 2，435時間 (20%)で最も多く，次いで (ο 学校，

学習が 1，255時間 (20%)， (B)交擦が 1，092時間(18%)，以j諸会合836時間(13%)，

(G)健康管理その他317時間 (5%)，(F)送迎 241時間 (4%)， (到買物32時間 (1%)の
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第 19表 G農家の外出生活時間〈総括)

(単位・時間. ( )内は回数)

幅五五1 妻 父 母 計

A諮 会 318( 62) 122C 28) 305C 37)1 92C 8) 836C 135) 

B交 際 164( 33) 115C 25) 647C 61)1 166( 33) 1，092C 152) 

実 C学 校，学 習 764( 94) 152( 39) 331( 20)! 8( 1) 1， 255( 154) 

Dレクリエーション 214( 19) 236( 30) 996( 51)1 989( 97) 2，435( 197) 

E質 物 7( 4) 17( 15) 3( 1)/ 6( 3) 32( 23) 

数 F送 迎 61( 56) 180(179) 241C 235) 

G健康管理その他 72( 28) 83( 43) 73( 19)1 89( 17) 317( 107) 

計 1，599(296) 903(359) 6，207(1，003) 

A諸 会 メ日入 20( 21) 13C 8) 7C 5) 13C 13) 

目 B交 際 10( 11) 13C 7) 幻(32) 12C 21) 18C 15) 

的 C学 校，学 習 48( 32) 17C 11) M111 
1( 1) 20C 15) 

別割 Dレクリェ-，' 26C 8) 42C 27) 73( 61) 39( 20) 

ヨ96E買物
O( 1) 2( 4) OC 1) O( 2) 2) 

F送迎 4( 19) 20( 50) 4( 23) 

G健康管計理その他 5( 9) 9( 12) 3C 10) 7( 11) 

1∞〈附| 100(1∞〉 100(100) 100(100) 100( 100) 

A諸 会 片'"、 38( 46)1 15( 21) 37( 27)1 

続 B交 際 15( 22) 10C 16) 59C 40) 15( 22)1 100C 100) 

柄 C学 校，学 習 61( 61) 12( 25) 26( 13) 1( 1)1 100( 1∞〕

別害~I Dレクリェ-，' 9C 10) 10( 15) 41C 26) 山 91 削 1附
合 E買 物 21( 17) 52( 65) 8C 4) 19( 13)1 100C 100) 

;:;)1 F送
% 迎 25( 24) 75( 76) 1 100( 100) 

~I G健康管計理その他 23( 26) 26C 40) 23( 18) 28( 16)1 100C 100) 

26( 30) 15( 36) 38( 19) 22( 16)1 100( 100) 

順となっている。 νクリエーショシについては，父母に比較的長い旅行や湯治があるため

に，とくに多くなっている。学校，学習については，子弟が高校生2人，中学生1人とい

うことと，とくに経営主が教育関係の役職を担っているとと，さらに，金山交流会〈地域

や農業を考える自主的なグループ〉などを通じての学習活動を盛んにおこなっているため

に多くなっている。交際では，近歩二会(近衛歩兵二連隊の会〉の会合，葬式・法事，親

戚・友人訪問などに多くの時閣を費やしている。諸会合では，とくに多くの役職をもっ経

営主と父が，各種の会合に出席するために多くなっている。

以下，やや詳しく G農家の外出生活行動をみていこう。
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凶諸会合

ここには，社会的つきあいの大部分が含まれる。 この諸会合をさらに(イ)自治，伊)農業

経営，付生活改善K分けた(第 20表，第 21表，第 22表，第 23表〕。

付)自治

主として部落自治にかかわるつきあいであるが，その活動範囲は地区，町，郡，県，県

外IC及んでいる。父が 252時間で最も多く，次いで経営主119時間，母83時間，妻 33時

間の順となっている。その内容をみると，父は，納税貯蓄組合が 77時間で最も多く，次

いで傷庚軍人会57時間，身体障害者協議会52時間，農業者年金友の会27時間などの順

となっている。父は，先きに述べたような彼が担う役職をとおして，これらの諸会合IC出

席している。経営主は，部落・地区集会(地区は中団地区)が 23時間で最も多く，次い

で青少年育成会議22時間，選挙(農協理事，農業委員)21時間，川掃除・草刈り 13時間，

農林統計調査 11時間，道路改良と農政事務がそれぞれ9時間などの)1頂となっている。経

営主は，父以上に多くの役職IC携わっている関係から諸会合の時聞が多くなっている。母

は，傷炭軍人会が76時間でとくに多く， ほかは農業者年金友の会の 7時間である。妻は，

青少年育成会議が 10時間で最も多く，次いで部落・地区集会9時間，道路改良8時間，

子供会6時間の)1国となっているoなお，道路改良は，杉沢部落の道路完成祝賀会である。

(吋農業経営

農業経営は，経営主，妻，父が担当し，経営主が 198時聞を費やしとくに多く，次いで

父が 32時間，妻が 15時間の順となっている。この内容をみると，経営主は，林業経宮コ

シクーノレが 69時間で最も多く， 次いで林業士会などが 23時間，林業関係者新年会が 19

時間，林業改良普及協会が 13時間，農協およびナメコ出荷組合がそれぞれ 12時間，地域

林業振興協議会および木材振興委員会がそれぞれ 11時間，森林組合青年部が 9時間など

の順となっている。父は，森林組合が 43時間で最も多く，農協がこれに次ぐ。妻は，農

業振興相談会が 8時間，農協が7時間などである。

以上のことからわかるように，林業関係の諸会合が多いことに気がつく。それは，経営

主と父が林業関係の多くの役職を担っているからである。以下林業コシクールなどについ

て若干の説明をしておこう。林業経営コシクール(9)は，第23回全国農林水産祭における

それで，経営主が林野庁長官賞を受賞したものである。なお，この上京の機会に友人や農

山漁村文化協会の職員と交流している。林業士会などには，林業グループ連絡協議会をと

おしての活動を含む。なお，経営主が林業土と指導林家の資格を取得したのは，昭和 56

年である。森林組合に対するG農家のかかわり方は，父が理事として，経営主は青年部の

運営委員として活動している。
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第 20表 G農家の凶諸会合一一(1) 実数一一

(単位:時間， ( )内は日数)

l経営主| 妻 父 母 計

付) 自治(計) 1119 ( 33) 1 33 ( 6) 1 252 ( 28) 1 83 ( 7) 1 487 c 71! 
部落・地区集会 23( 7) 1 9 ( 3) 一 一 33 ( 10) 
川掃除，草刈り 13( 4) 一 一 一 13 ( 4) 
日待講一 一 4 ( 1) 1 - 1 4 ( 1) 
稲荷 神社 3( 2) 一 一 一 3 ( 2) 
道 路 改 良 9( 2) I 8 ( 1) I 10 ( 2) I - 27 c 5) 
植樹 祭一 一 11 ( 1) 1 - 1 11 ( 1) 
選 挙 21( 4 一一一 21( 4) 
農政 事務 9( 4 一 一 一 9 ( 4) 
農林統計調査 1112 一 一 一 11 ( 2) 
子供会 3i16(1〕一一 9 ( 2) 
青少年育成会議 22( 5) 1 10 ( 1 ) 一 一 31 ( 6) 
老人クラブ一 一 5( 1)1- 15( 1) 
農業者年金友の会 一 一 27 ( 5) 1 7 ( 2) 1 34 ( 7) 
納税貯蓄組合 一 一 n( nl - 1 ~( n 
公民館大会 3( 1)一 一 一 3 ( 1) 
町 長と会合 2( 1)一 一 一 2( 1) 
地域振興懇談会一 一 11( 1)1- 111( 1) 
傷漢軍人会一 一 57 ( 4) 1 76 ( 5) 1 133 ( 9) 
身体障害者協議 会 一 一 52 ( 6) ー 52 ( 6) 

(ロ)農業経営(計 I198 ( 29) I 15 ( 7) I 53 ( 9) I - I 267 c 45) 
稲生育調査 1( 1)一 一 一 1 ( 1) 
農 協 12( 5) 1 7 ( 5) 1 8 ( 2) 1 - 1 27 ( 12) 
農協部落座談会 6( 2) 一 一 一 6 ( 2) 
農業 振 興 相 談会ー 8( 1 ) 一 一 8 ( 1) 
ナメコ生産組合 7( 3) 一 一 一 7 ( 3) 
ナメコ出荷組合 12( 3) 一 一 一 12 ( 3) 
森林 組合 2( 1) 1 1 ( 1) 1 43 ( 6) 1 - 1 46 ( 8) 
森林組合青年部 9 ( 2) 一 一 1 9 ( 2) 
林業改良普及協会 13( 1)一 一 一 13 ( 1) 
林業士会など 23( 3) 一 一 一 23 ( 3) 
地域林業振興協議会 ll( 1)一 一 一 11( 1) 
林業関係者新年会 19( 1 ) 一 一 一 19 ( 1) 
木材振興委員会 11( 1)一 一 一 11( 1) 
林業経営コンクーノレ 69( 4) 一 一 一 69 ( 4) 
立 木調査 4( 1)一 一 一 4( 1) 
山林図面確認一 一 2( 1)1- 12( 1) 

料生活改善(計) I - I 74 c同 一 9( 1)1 82(ω 
部落女性役員改選会 1 3 ( 1) 一 一 3 ( 1) 
「雑草の友Jの会一 24 ( 5) 一 一 24 ( 5) 
生 活 改 善 研 究 集会 110 ( 1 ) 一 一 10 ( 1) 
婦人生活講座 1 6 ( 1 ) 一 一 6( 1) 
手 づくりの味交換会一 ， 9 ( 1) 一 一 9( 1) 
手づくりフェアー 11 ( 1)一 一 11 ( 1) 
1人 1工夫発表会 2( 1)一 一 2( 1) 
生活改善実行グループ ー ， 7( 1) 一 一 7( 1) 
農業改良普及所 4( 3) 一 一 4 ( 3) 
念仏講一|ー 19( 1)19( 1) 

凶諸会合(合計) 1 318 (回)1122 (2'8) 1ω5( 37)|92 ( 8) 1836 (悶
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目的別割合 (A=100)一一G農家の凶諸会合一一(2)第 21表

(単位:%)

妻 計

付) 自治(計〉 38 ( 53) 27((21〉〉 83 ( 76) 91 ( 88) 
団4〈〈 575〉〉

部落・地区集会 7 ( 11) 8 ( 11 
川掃除，草刈り 4 ( 6) 2 ( 3) 
日 待 講 1 ( 3) O( 1) 
稲 荷 神 社 1 ( 3) O( 1) 
道 路 改 良 3 ( 3) 6 ( 4) 3 ( 5) 3 ( 4) 
植 樹 祭 4 ( 3) 31((31) ) 
選 挙 7 ( 6) 
農 政 事 務 3 ( 6) 1 ( 3) 
農林統計調査 3 ( 3) 1 ( 1) 
子 供 会 1 ( 2) 5(( 4〉 1 ( 1) 
青 少年育成会議 7 ( 8 8 ( 4) 4 ( 4) 
老 人 ク 7 ブ

29((134〉〉 1(( 1) 
農業者年金友の会 7 ( 25) 4 ( 5) 
納税貯蓄組合 25 ( 19) 9 ( 5) 
公 民 館 大 会 1 ( 2) o( 1) 
町 長 と 会 メ日入 1 ( 2) o( 1) 
地 域振興懇談会

139((131〕〉
1( 1) 

傷体庚障 軍 人 会 83 ( 63) 16 ( 7) 
身 害者協議会 17 ( 16) 6 ( 4) 

(ロ) 農業経営(計〕 13 ( 25) 3O 2((331) ) 
稲 生 育 調 査
農 協 4 ( 8) 6 ( 18) 3 C 5) 
農協部落座談会 2 ( 3) 
農業振興相談会 6 C 4) 
ナメコ生産組合 2 ( 5) ー 1 ( 2) 
ナメコ出荷組合 4 ( 5) ー 1 C 2) 
森 林 主旦 メE弘3、 12〉〉 1(4〉 14 ( 16) 6 ( 6) 
森林組合青年部 3 ( 3) i一 1 ( 1 
林業 改 良 普 及 協 会 4 C 2) 

2(( ( 1 
林 業士会など 7 C 5) I 3 C 2) 
地域業林関業振興協議会 3 ( 2 
林 係者新年会 6 ( 2) 一 2 ( 1 
木材振興委員会

232(( (26〕) 81((31〕) 
林業経営コンクール 一
立 木 調 査 1 C 2) o( 1) 
山 林図面確認 1 ( 3) o( 1) 

9 ( 13) 

129i〈(148)1〉〉 -8 ( 4) I -
5 ( 4 ー

7 ( 4 ー

母父i経営主|

1∞(附 11ω 〈附 1100(附 1100(100) 11∞(附
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第 22表 G農家の凶諸会合一一(3) 目的別割合〈イ C，ハ z 各 100)一一

(単位:%)

付) 自治(計)
部落・地区集会
川 掃除，草刈り
日待講
稲荷 神社
道路 改良
植樹祭
選挙
農政事務
農林統計調査
子供会
青少年育成会議
老人クラブ
農業者年金友の会
納税貯蓄組合
公民館大会
町 長と会合
地域振興懇談会
傷庚軍人会
身体 障 害 者 協 議 会

(ロ) 農業経営(計〕
稲生育調査
農協
農協部落座談会
農業振興相談会
ナメコ生産組合
ナメコ出荷組合
森林 組合
森林組合青年部
林業改良普及協会
林業士会など
地域林業振興協議会
林業関係者新年会
木材振興委員会
林業経営コンクール
立木調査
山林図面確認

i経営主| 妻

1∞(100) 1 100 (100) 
20 ( 21) I 19 ( 50) 
11 ( 12) Iー

3 ( 6) 1 -

8 ( 6) I 24 ( 17) 

18 ( 12) 1 ー
8 ( 12) 1 -

9 ( 6) Iー

3 ( 3) 1 18 ( 17) 
18 ( 15) 1 29 ( 17) 

2 ( 3) 
2 ( 3) 1 ー

100 (100) 
1 ( 3) 
6 ( 17) 
3 ( 17) 

4 ( 10) 
6 ( 10) 
1 ( 3) 
4 ( 7) 
6 ( 3) 
12 ( 10) 
6 ( 3) 
10 ( 3) 
5 ( 3) 
35 ( 14) 
2 ( 3) 1 ー

100 (100) 

47 (71) 

49 (14) 

4 ( 14) 

父

100 (100) 

1 ( 4) 

4 ( 7) 
4 ( 4) 

2 ( 4) 
11 ( 18) 
30 ( 25) 

4 ( 4) 
23 ( 14) 
21 ( 21) 

100 (100) 1 -

15 ( 22) 
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8 ( 29) 

92 ( 71) 

母

-、
3

ノ、ノ、ノ、』ノ、
1

ノ、J

ノ、ノ、
E

ノ、ノ、ノ、ノ、
E

ノ、，ノ、，ノ、、ノ、ノ、ノ、
1

ノ、，ノ、
j

-

、3
ノ、
3

ノ、、ノ
1
ノ、》ノ
1
ノ、
1

ノ、/、
1

ノ、1

ノ、
3

ノ、
1

ノ、h
ノ1
ノ、ノ、ノ、、ノ

一
0
4
5
1
3
7
1
5
5
3
3
8
1
9
9
1
1
1
2
8
一
0
2
7
4
2
7
7
8
4
2
7
2
2
2
9
2
2

-
n
U
噌

i

噌
よ

-
n
u
n
r“
唱

ム

一
1

&

-

唱

i

計
一
/
t

、
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
一
(
〈
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(
(

-

一

A
U

、』J
、、.ノ、，ノ、，ノ、
i

ノ、，
J

、，ノ、
J

J

、}ノ、
P
J

、t
ノ¥
y
ノ、』ノ、，ノ、
l

ノ

∞
7
3
1
1
5
2
4
2
2
2
6
1
7
M
1
0
2
釘
口
一
∞
叩
2
3
3
4
口
3
5
9
4
7
4
お

1
1

唱

止

可

A

r

z

、〆
1

、r
t
、r
z
、fe
a

、〆t
、〆E
、r
'
也、fth
、r
t
、r
，‘、
r
t
、/
t
¥
/
t
、r
s
、

付 生活改善(計一
部落女性役員改選会|ー
「雑草の友」の会|一
生 活改善研究集会|ー
婦人生活講座|一
手づくりの味交換会|一
手づくりフェア 1_

1人 1工夫発表会
生活改善実行グループ| 一
農業改良普及所 i 一
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! 100 ( 00) I -
! 4 ( 7) 1 -

: 32 ( 33) I -
14 ( 7) 1 -
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6 ( 20) 1 一
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第 23表 G農家の凶諸会合一一(4) 続柄別一一

(単位げの

付) 自治(計〉 25 ( 45) 7 ( 8) 52 ( 38) 17(9〉|100(附
部落・地区集会 71(7000〕) 29 ( 30) 

: 1削 00おO0Oj) ) 川掃除，草刈り 100 (1 I 100 0 
日 待 講 100 (100) I 100 (1 
稲 荷 神 社 100 (00) I 100 (1 
道 路 改 良 34 ( 40) 29 ( 20) 37〈(40)〕 100(10000) ) 
植 樹 祭 100 000 100 0 
選 挙務

100 (00) 100 (00) 
農 政 事 100 (00) 100 (00) 
農林統計調査 100 (00) 100((100) 〉
子 供会 35 ( 50) 65 ( 50) 100 000 
青少年育成会議 70 ( 83) 30 ( 17) 100 (00) 
老 人 ク 7 ブ 100((100) 〕 100100) ) 
農業者年金友の会 79 ( 71 20 ( 29) 100 000 
納税貯蓄組合 100 (100) 100 (00) 
公 民 館 大 会 100 (100) 100 (100) 
町 長 と 会 メ日入 100 (00) 100(100) ) 
地 域振興懇談会

100(11400400〕〕) 
100 (100 

傷 E建 軍 人 会 43( ( 57 ( 56) 100 (100) 
身体障害者協議会 100 100 (100) 

(吋農業経営(計〉 74(64〉) 〉 6 ( 16) 20 ( 20) 100 (100) 
稲 生 育 調 査 100 (100 100(100) ) 
農 協 44 ( 42 27 ( 42) 30 ( 17) 100 (100 
農協業 部落座談会 100 (100) 100(〈(100)) ) 
農 振興相談会 100 (100) 100 (100 
ナメコ生産組合 100 (100) 100 000 
ナメコ出荷組合 100 (100) 100 (1凹)
森 林 車且 A巳」、 5 ( 13) 1 ( 13) 94 ( 75) 100 (100) 
森林組合青年部 100 (00) 100 (00) 
林業改良普及協会 100 (00) 100(10000〕) 
林業士会など 100 (100) 100 (1 
地域林業振興協議会 100 (100) 100 (100) 
林業 関 係 者 新 年 会 100 (100) 100 (00) 
木材 振興委員会 100 (00) 
林業経営コンクーノレ 100(( 100) ー 100((100) ) 
立木調査 100 (00) ー 100 (100 
山林図面確認 100 (100) 100 (100) 

付生活改善(計〕

曲 ( 9曲田田田4〉) 〉〉〉

10 ( 6) 100 (100) 
部落女性役員改選会 100(( 1 100100〉〉
「雑草の友」の会 100 (1 100 (100 
生活 改 善 研 究 集 会 100 (1 100100〕) 
婦人生活講座 100 (1 100 000 
手づくりの味交換会

1 
100 (100) 

手づくりフェア 100 c1 100 (00) 
1人 1工夫発表会 100 c1 100 (00) 
生活改善実行グループ 100 (1 100 (00) 
農 業改良普及所 ! 100 (1 100( (100) 
4、 仏 講 100 (100) 100 (100) 

仇) 諸会合(合計〉 38 ( 46) i 15 ( 21) 1 37 ( 27) I 11 ( 6) 1100 (附

|経営主| 妻 父 母 L
l
 

a--

ロ
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料生活改善

生活改善は，妻と母の行動であるが，妻が74時間と圧倒的に多く，母が 9時間と少な

い。妻は，金山町内の生活改善実行グループの「雑草の友」の会員として活動する 24時

聞が最も多く，次いで， 山形県生活改善実行グループ連絡協議会主催の手づくりフェア

(漬物を出品し参加した〉が 11時間，山形県農山漁家生活改善研究集会参加が 10時間，

最上地区生活改善実行グループ協議会の第 9回手づくりの味交換会と総会がそれぞれ9時

間および7時間，農業改良普及所の婦人生活講座(話題提供者として〕が 6時間などの順

である。母は，念仏講の 9時間だけである。念仏講は，部落のおばあちゃんたちが，年1

回11月20自に各戸当番でおこなう。

(B) 交際

ここでは，冠婚葬祭や親族・友人とのつきあいが中心である。交際に要した時間は，父

が647時間でとくに多く，次いで母が 166時間，経営主が 164時間，妻が 115時間の順と

なっている(第24表，第 25表，第 26表〉。目的別にみると，近歩二会が 385時間で最も

多く，次いで葬式・法事が 273時間，親戚・友人訪問が 166時間，婚礼などが 82時間，

手伝い〔出〕が74時間，正月礼などが 60時間，見舞が47時間などの順となっている。

以下，やや詳しくみていこう。婚礼などでの経営主の 11時間は 2人の年祝に出かけ

たものである。 1人は親戚(何代前か不明だがG農家出身〉の当主の 42歳の年祝であり，

もう 1人は友人の妻の 33歳の年祝である。父の 65時間は，彼の 4番目の妹の長女の結納

と2番目の弟の二女の婚干しへの出席である。母の 6時間は， G農家の 5代目の分家の当主

の妻の還暦祝への出席である。

正月礼などでの経営主の11時間は，盆礼(妻の実家と叔父一一分家一一)と正月礼(委

の実家と妻の姉の婚家〉である。妻の 19時間は， 盆ネしと正月礼および彼岸参りである。

盆礼は 3度あり，最初は義父と一緒に義父の 2番目の妹・三男，友人4人へ 2度目は妻

の実家へ， 3度目はG農家の 7代目の姉分家へそれぞれ出かけたものである。正月礼は，

彼女の実家に対するそれである。彼岸参りは，義父の妹たち 3人の婚家Ir対するものであ

る。父の 28時間は.盆礼，彼岸参り，正月礼である。盆礼は 2度あり，最初は前記嫁と

一緒のものと 2度目はG農家の 5代目の分家へのそれである。彼岸参りには 9軒を尋ね

ている。つまり，先代の姉分家(秋，春)， 5代自の分家(秋，春)，妹たち 3人の婚家，

4代目の当主の実家 6代目の当主の実家である。母の 3時間は，彼女の夫のいとこの家

に彼岸参り(秋，春〕に出かげているものである。

葬式，法事などでの経営主のお時聞は，葬式，法事に費やした時間である。葬式は，

7代目の姉分家の当主の母， 5代目の当主(婿)の甥，叔母(父方〕の夫の父のそれであ
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第 25表 G農家の(到交際ほか一一(2) 目的別割合一一

(単位・%)

|経営主| 父 母 計

(同交際(計〉 100 1 2田961〉〉〉〉I100(100〉 152田主5( 〈1 zTj j 100 10C 100 1 T国i〉婚礼など 7( 6)1 1O( 7)1 3( 3)1 7 
正月礼など 7( 9)1 16( 28)1 4( 10)1 2( 9)1 5 
葬 式，法事 17(21)1 16( 12)1 25( 31)1 38( 24)1 25 
神社， 寺 2( 9)1 1( 8)1 O( 2)1 1c 9)1 1( 6) 
見 舞 1 23( 12)1 2( 5)1 6( 12)1 4 
親戚，友人訪問 35(39〉 2736〕 16〈( 30 〉111527ヴ)、
近歩二会 一 一 34((12!i35164) ノ
手 伝い(出)1 33( 21)1 17( 8) 一一 7( 6) 

(C) 学校，学習(計) 100 ( ( ( 100 100 03810) ) ) 1 100(100) 100(100〕l100 1 01060〉) ) 
小 学校 3C 6)1 8 一一 3
中学校 ze351 27e 315! -- 1 -- 4 
高 校 32(34)1 31( 26): 一一 23(27) 
実行組合研 修 2( 1)1 8( 3)i 一 一 2( 1 

冬 期農業講会座 OC 1)1 2( 3 一 一 11  ) ) 
農協稲作検討 O( 1 一 一 一 O( 1 

経営記帳研修 4( 3 一 一 O( 1) 
水稲・花子干実習 1( 3 一 一 O( 1) 
金 山交流会 26(可! 一 一 16( 16) 
農業グループ交流会 1 一 一 一 O( 1) 
東北農家の会 llC 5)1 -- 1 -- 1 -- 7( 3) 
ナメコ生産組合研修 5 
森林組合研 修 O( 1)1 -- 1 11( 10)1 -- 3( 2 
林業士など研修会 9C 7)1 1( 3)1 -- 1 -- 6( 5) 
林業援興協議会 研修 4 一 一 一 2( 1 
林業機械研修 O 一 一 一 O( 1 
新春林政懇談会1c1)一 一 一 1c 1 
全国林業シンポジウム 3C 2 一 一 一 2C 1) 
青少年健全育成シンポジウム 1((1〉) 一 一 一 1c 1) 
婦人教室セミナー 2( 3) ー O( 1) 
健康づくりミニ 学会 4( 3) 一 一 1C 1 
福祉講座 ー 2( 5)! -- le 1 
身体障害者研 修 一 62e 55); 16( 7 
傷演軍人妻の会 研修 一 2 〈( 5 !100(100〕l1(1
納税貯蓄組合研修 一 21( 20)1 -- 6( 3 
税金の講演 会 O( 1)1 -- 1( 10 ー O( 1 
移動図書館ー O( 3) 一 一 O( 1) 
お やじ学入門講座 O( 1)1 2(3) 一 一 O( 1) 

の) レクリエーション(計) I 100(100)! 1∞(100)1 100(100)1 1∞ ( ( 1 60040) ) ) 100(100) 
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第 26表 G農家の(副交際ほか一一(3) 続柄別割合一一

(単位:9占)

|経営主| 妻 父 母 計

(B) 交際(計) 10( 16) 15( 22)( 100(100) 
婚 礼 六工 ど 14( 29) 80( 57) 7( 14) 100(100) 
正 月 ネし な ど 18( 16) 31( 37) 46( 32) 5( 16) 100(100) 
葬 式，法 事 10( 19) 7( 8) 60( 51) 23( 22) 100(100) 
神 社， 寺 37( 33) 21( 22) 9( 11) 32( 33); 100C100? 
見 舞 56( 30) 24( 30) 21( 40)' 100(100) 
親 威，友 人 訪 問 81( 22) 31( 22) 16( 24)' 100(100) 
近 歩 会 85( 84) 15( 16) 100(100) 
手 伝 し〉 (出〉 73( 78) 27( 22)1 100(100) 

(C) 学校，学習(計〕 61( 61) 12( 25) 26( 13) 1( 1) 100(100) 
品十4 校 62( 67) 38( 33) 100(100) 

中 学 校
2844((2706〉) 〉

76( 80) 100(100) 
高 校 16( 24) 100(100) 
実 戸f丁 組 メ』λ4 研 修

1550020( 〔(50 
48( 50) 100(100) 

農協期稲農作検討 会 100) 100(100) 
冬 業講座 50) 

15000〈(550000〉〕〉
100(100) 

経 営 記 帳 研 修 100(100) 
7I< 稲・花 舟 実 習 100(1 100(100) 
金 山 主ー主 流 会 100(100) 100(100) 
農 業グループ交流会

100〈1006400〕) ) 
100(10000) ) 

東 北 農 家 の 会 100C1 
ナ メコ生産組合研修

1112田凹m72〈(〈i11i3曲0g03)) j 1 

30( 36) 100(100) 
森 林 組 メι二、事 研 修 阪 67)1 100(100) 
林業 士など研修会 1( 13) 100(100) 
林業振興協議会研修 100(100) 
林 業 機 械 研 修 iooeioo5 
新春林政懇談会 100(100〉〉
全国林業シンポジウム 100(100) 100(100 
青少年健全育成シンポジウム 100(100) 100(100) 
婦人教室セミナー 100(100) 100(100) 
健 康づくりミニ学会 100(100) 100(100) 
福 和一 講 度 100(100) 100(100) 
身体障害者研修 100(( 100〉 100(100) 
傷演税軍人妻の会研修 50( 50) 50( 50) 100(00) 
納 貯蓄組合研修 100(100) 
税 金 の 講 演 会 50( 50) 50( 50) 100(100) 
移 動 図 書 館 100(100〉〉 100(100) 
おやじ学入門講座 48( 50) 52( 50 100(100) 

(D) レクリエーション(計〉

411 
~~~ !~<I ~~~>;~< 趣味 66(73〕〉 100(1ω) 

ス ポ ツ 24( 28 21C 33 15〈17〉| 41(( 221100(100) 
旅 行 8C 8 7C 6 48( 48) 3838)1100(100〕
祭 lま 由〉 21C 50 37C 25 43( 25)' I 100(100) 

(E) 買物(計〉 21(叫 52( 65) 8( 4)1 山叫 100(100)

(F) 送迎(計〉 阪 M〉| 75( 76) ! 100(100) 

(G) 健康管理その他〈計〕 版部)1 制叫 23(叫 28( 16)! 100(100) 

(B)-(G) 合計 山叫 似叫 23( 17)1 100(100) 
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る。なお，ここには，葬式に伴う念仏や手伝いを含めた。法事は，叔母(父方〉の夫の 7

回忌 5代目の分家の当主の母の 3回忌のそれである。妻の 19時間は， すべて法事の手

伝いである。それは 7代目の姉分家の当主の母の三・七日，義父の妹の夫の 7回忌， 5 

代目の分家の当主の母の 3回忌の 3度の手伝いである。父は，葬式，法事に 164時聞を費

やした。葬式は 7代目の姉分家の当主の母，友人 (2人)， 2代目の実家の跡とり息子，

母の実家の関係の人，妹の夫の父，弟の妻の祖母の 7件である。法事は，いとこ(父方〉

の1回忌， 7代目の姉分家の当主の母の 21日 6代目の実家の法事 4番目の妹の夫の

父の初七日， 2番目の妹の 1回忌の 5件である。なお，そのほか，父が彼のすぐ下の弟と

2番目の妹への仏参りに出かけたのを含む。母は，葬式，法事に 63時聞を費やした。葬

式は 7代目の姉分家の当主の母，夫の 4番目の妹の夫の父の 2度である。また，法事lま，

前記の前半にかかわる初七日， 14日と，夫の 2番目の妹の 100カ日の 3件である。

杉沢部落には稲荷様 (G農家の自宅から上手に約2∞m)が祭られており G農家の菩

提寺は，宝円寺(曹洞宗)といい，金山町の中心部よりややはずれたととろにあり，墓は

自宅から 2ωmほど下手の山の中腹にある。神社，寺1<:費やした時間は，経営主が3時間，

妻と母がそれぞれ2時間，父が 1時間である。経営主，妻，母と 3人の子供たち合わせて

6人が，稲荷様へ元旦参りに出かけた。月おくれの盆に墓参りに出かけたのは，経営主と

父の 2人である。なお，これに同道したのは，経営主の弟夫婦2組，叔父夫婦の家族合わ

せて 18人である。 この盆の墓参りの前1<:，経営主が墓掃除をし，妻が盆花切りに山へ出

かけている。盆の墓参りのほかに，母が 2度墓参りに出かけている。 1度は彼女のニ男夫

婦と，もう 1度は彼女の孫、たちと一緒lζ出かけている。

見舞1<:出かけたのは，妻，父，母の 3人で経営主にはない。妻が 26時間，父が 11時間，

母が 10時間である。見舞の相手は，妻は彼女の母，夫の叔母(父方〉の姑である。前者

は見舞というより病院のつきそいであるがここに含めた。父の場合は，彼の 4番目の妹の

夫の父，叔父，いとこを見舞っている。母は，夫の 4番目の妹の夫の父，夫のいとこ (2

人)と彼女の友人を見舞っている。

親戚，友人訪問は，経営主が 57時間で最も多く，次いで父が 51時間，妻が 31時間，

母が 27時間の)1債となっている。まず親戚訪問からみていこう。経営主は， すぐ下の弟の

妻の実家の訪問 (6時間)の 1度だけで，あとはすべて友人など親戚以外の訪問である。

妻は，親戚が 6時間，親戚以外が 20時間で後者のほうが多い。親戚ば， すべて彼女の実

家との関係であり，花届け，実父を山へ案内，つる細工もらいなどである。父は，親戚6

時間，親戚以外45時間である。親戚訪問は 1度だけであり，彼の二男の妻の実家へ長男

(経営主〕と同道したものである。母に親戚訪問はなく，すべて友人訪問である。
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経営主の親J戚以外の訪問・つきあいは，グループと個人とに分けられ，前者が3件，後

者 9件である。つまり，グループによるものは， Kiさんを励ます会，Ka君の日本青年会

議所新庄支部長就任を祝う会， M君を送る会であり，個人的な交友のために出かけた行先

と人数は，金山町6人，新庄市3人である。妻の場合は，隣家，高校クラス会， r雑草の

友」の会員とのつきあいがそれぞれ1件と交友が2件である。父の場合は，すべて交友関

係であり，杉沢部落2件，金山町6件である。母の場合もすべて交友関係、であり，杉沢部

落8件，東根市 l件である。前者は，いわゆるおばあちゃんたちのお茶飲みである。

父と母の近歩二会との関係、は，この交際の項に含めたが，父が 328時間と圧倒的に多く，

母は 56時間である。父のほうからみると，近歩二会の全国から県レベJレまでの集会が，

新潟市，天童市，酒田市，浜松市などでおこなわれ，とくに天童市では 3回開催されてい

る。このほか，戦友墓参(東京都)，近歩ニ会会員との交友(東根市)がある。母は，近

歩二会妻の会(天童市)に出席し，会員と交友(新庄市)したものである。

最後に，手伝い(出)が，経営主に 7件，妻に 2件ある。経営主は，稲作業が田植え

(彼の末弟と妻の実家)，防除(妻の実家)，稲刈り(分家一一叔父一一)などであり，そ

のほか，建前(末の叔母一一父方一一).小屋建て(友人).椅子運び(末弟〉がある。妻

は，田植え(彼女の実家)と還暦祝 (5代目の分家の妻)の手伝いに出かけたものである。

に) 学校，学習

G農家の家族成員4人が，学校，学習に費やした時間の総数は.1，255時間および，経

営主が764時間で最も多く，次いで父が 331時間，妻が 152時間，母が8時間のJI頂となっ

ている。

まず，学校からみていこう。学校に関しては，すべて経営主夫婦のみの行動である。す

でに述べたように，経営主夫婦の子供たちは，高校生および中学生であった。しかし，経

営主が担っている役職は，小学校のそれも含まれていた。経営主と妻が学校に費やした時

間(日数〉は，それぞれ 278時間 (41日〉および 99時間 (25日)と多い。小学校が経営

主却時間，妻 12時間，中学校が経営主 13時間，妻 41時間，高校が経営主 246時間，妻

47時間となって，とくに経営主の高校1<::関する時間が多い。やや詳しく内容をみることに

する。

小学校については，経営主がPTA役員会・総会，学習用水稲商運び，恩師歓迎会，早

朝の草刈り作業1<::，妻が先生の歓送迎会，若妻会による冬期杉沢分校関・閉校式の手伝い

にそれぞれ出かけている。

中学校については，経営主が学年PTA出会いの会. PTA評議員会，補導員会議，三

者面談1<::.妻が入学式， PTA評議員会・総会，学年PTA.保護者会，授業参観，若杉
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寮 t金ili中学校の冬期閣の寮)関係の会議と所用一一入寮説明会，役員会，父兄会，荷物

運びーーのそれぞれに出かけた。

高校については，経営主が入学式， PTA三役会・役員会・評議員会・総会・親睦会・

懇談会・研修会・最上地区協議会，学年PTA役員会，県高校PTA，親子の会会食，補

導員会議，生徒の葬式，学期末保護者会，教職員忘年会・新年会，星c寮〈新庄農業高等

学校の通年の寮)入寮説明会・星で祭・父母の会，卒業式fC，妻が担任送別会，田植競技

会，最上地区PTA研修大会，金山地区PTA座談会，学期末保護者会のほか布団連ぴ，

荷物届け，教材・教科書買いにそれぞれ出かけている。

G農家家族成員の学習活動は，第M 表(実数)にみられるとおり， まことに多彩であ

る。各人が学習活動に費やした時間(日数〉は，経営主が486時間 (53日)，妻が 52時間

04日)，父が 331時間 (20日)，母が 8時間(1日〉である。なお，経営主の場合K.は.

学校，学習時聞に対する学習時間の割合が 64%と，学校時間の 36%を上回るが，妻の場

合は，逆~C::学校時聞が 66%と学習時間の 34%を上回る。

経営主の学習の内容をみると，金山交流会が 197時間で最も多く，次いで東北農家の会

が83時間，林業士など研修会が 69時間， ナメコ生産組合研修が 37時間，林業振興協議

会研修が 29時間，全国林業シ Yポジクムが 20時間，実行組合研修が 13時間，新春林政

懇談会 9時間，青少年健全育成シシポジクム 8時間，農業グループ交流会5時間，冬期農

業講座 4時間，農協稲作検討会，森林組合青年部研修，税金の講演会がそれぞれ3時間，

林業機械研修，おやじ学入門講座がそれぞれ2時間などの順となっている。

金山交流会は， 自主的に農業と地域について考える学習グループであるが，昭和 55年

に設立された。会員は 18人，会長はおかないで代表世話人を 3人おいて運営している。

年間 25回の各種の会合をもっている。月例会的な会合が8回，映写会(米の流通のしく

み) 1回， T先生を迎えて(囲んで)語る会 2回，農家調査(10)(谷口，安沢両部落〉の

準備会・調査・農家問題研究会・報告会 9回， I体当り東京はなし語りJ(打合せを含む〉

2回，世話人会 2回，総会 1回である。この年度の大きな特徴は，農家調査と「体当り東

京はなし語り」を実施したことであろう。後者について若干の補足をしておこう。それは，

G農家の経営主を含む金山交流会員の 7 人が，農林大臣官房の Si 氏と『現代林業~r林業

新知識』両編集部および農山漁村文化協会の sa氏から講話を開き話し合いをおこなった

ことである(11)。

東北護家の会は，農山漁村文化協会の地域組織として昭和43年に再発足した東北農村

文化協会(2)を基盤として，昭和 53年にその第 l回が開催され生成した。それは東北の農

家の交流組織である。
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林業土など研修会には，山形県林業グループ協議会や指導林家の研修会を含めた。

妻の学習活動は，ナメコ生産組合研修が 16時間で最も多く，次いで実行組合研修が 12

時間，金山町健康づくりミニ学会が7時間，農業改良普及所の経営記帳研修が 6時間，金

山町冬期農業講座が 4時間などの順となっている。

父の学習活動は，身体障害者研修が 204時間で最も多く，次いで納税貯蓄組合研修が

70時間，傷庚軍人妻の会研修が 8時間，金山町福祉講座が 7時間などの順となっている。

母は，傷庚軍人妻の会研修 (8時間〕の 1度だけである。

(D) レクリエーショシ

続柄別にレクリエーショ YIC費やした時聞をみると，父が 996時間で最も多く，次いで

母が 989時間，妻が 236時間，経営主が 214時間の順となっている。父母は1，000時間に

達しょうかという数値である。経営主夫婦も 2∞時聞を超え，決して少ない時間ではないo

Vクリエーショ γの内容を大まかにみると，旅行が 2，022時間で最も多く，次いで趣味が

253時間，スポーツが 140時間，祭ほかが 20時間の順となっており，旅行の占める割合が

83%に達する。以下，やや詳しくみていこう。

経営主は，旅行が 155時間で最も多く，次いでスポーツ 34時間，趣味 21時間，祭ほか

4時間の順となっている。旅行のうち 85時間は，経営主夫婦と長女，二女の親子4人が，

8月に自動車で福島県尾瀬へ出かけたものである(長男は部活動のため参加できなかった〉。

それ以外の 70時間は湯治である。 1度は妻と湯治に， もう 1度は，妻の父母の湯治見舞

い(13)である。スポーツは，山形県農高体育大会応援，新庄農高運動会， 中田地区部落対

抗競技大会(雨のためYブトボー/レがバレーボールに変更された)， ピクニックである。

ピクニックは， G農家の家族全員が，林道の峠まで毎年出かけるレクリエーショシである。

趣味は，くらしと藍染展の見学，来客を山野草見に案内，臭木(草木染の素材〉採り，山

で写真撮りなどである。山で写真撮りは独りで出かけたが，それ以外は妻と一緒である。

祭ほかは，金山祭と新圧祭の見物である。

妻は，旅行が 135時間で最も多く，次いで趣味 63時間，スポーツ 29時間，祭ほか7時

間の順となっている。趣味は，山菜採り(ゼシマイ， アイコ， フキ，アケビ)，くらしと

藍染展見学，山野草採りなどである。とくに妻は，草木染めを趣味としており，ハワスの

一角l乙染色作業場を設けている。経営主は妻のことを「働きづめの生活のなかに，遊び心

を持ちこんだJと評し，妻の「……影響もうけて，もともと花や草の好きだった母は，山

からいろいろの植物を掘ってきて植えるようになり…・・J，他方で妻l乙雛祭の料理の作り

方などを教えるようになった(14)。

父は，旅行が 967時間と圧倒的に多く，次いでスポーツ 21時間，祭ほか8時間であり，
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外出を伴う趣味はない。ただし，在宅行動として，庭木の手入れをしている。旅行を旅行

と湯治に分けると，旅行が4∞時間 (23日)，湯治が568時間 (24日)で，湯治のほうが

時間，日数ともに多い。旅行は，中岡地区老人クラブの旅行と金山農協みのり会の旅行お

よび近歩二会の旅行の 3つに分けられる。中田地区老人クラブの旅行が2回あり，両者と

も1泊旅行で，最上郡内の赤倉温泉と肘折温泉へ出かけた。農協みのり会の旅行には，説

明会や反省会を含めたが， 4回旅行をしており，行先は，平泉c1泊)，黒部 (3泊)，塩

釜(1泊)，那覇 (3泊〉である。近歩二会の旅行の行先は，愛知県東浦町 (2泊〉である。

なお，前年度lζ夫婦でタイ，シジガポーノレへ旅行に出かけたが，今年度に入ってその反省

会がもたれている。湯治ば，夫婦で8月と12月の 2回出かけている。前者が 7泊，後者が

15泊であり，行先ば最上郡内の肘折温泉および赤倉温泉である。スポーツは，身体障害者

体育大会(山形県および金山町〉の出席と家族揃つてのピクニックである。祭ほかは，身

体障害者の仲間で芋煮会をしたものである。

母は，旅行が765時間と最も多く，次いで趣味が 167時間とかなり多く，あとはスポー

ツが 57時間であり，祭ほかはない。しかし，在宅生活行動としての草花の手入れに余念

がない。旅行は，中田地区老人クラブの旅行(肘折)，農協みのり会の旅行(平泉，塩釜，

那覇〉のほかに，杉沢のおばあちゃんたち(11名〉で大堀温泉へ日帰り旅行に出かけた。湯

治については，前述したとおりである。母の趣味は，山菜採りと山野草採りに分けられる。

前者が 115時間 (41日)，後者が 52時間(17日〉である。 G農家の山林は， 自宅から遠

いところで直線でほぼ 31anである。まさに，わが庭のように遊び巡る。採る山菜や山野草

は，前述の妻が採る以外のものをあげれば，イタドリ， ミズナ，水苔，アマチャヅノレ，キ

ノコ，ク 9，アカネ，ユリ根などである。とくに，山野草採りには，孫たちゃ妹夫婦そし

てツノレ細工をする嫁の父と時々一緒に出かけている。母のスポーツは，登山と前述のピク

ニックである。登山は，彼女の妹と 3日がかりの月山登山である。

(E) 買物

G農家の家族成員の買物時間は，きわめて少ない。妻が 17時間で最も多く，次いで経

営主が 7時間，母が 6時間，父が 3時間の順となっている。 4人全体で金山 15回，新庄

7回，杉沢 1回である。このように，買物回数が少ないのは，次項にみる送迎の時IC買物

をしたということである(ただし，送迎時の買物時聞については，区分して示されていな

いので買物時間として把握できない〉。他方で， G農家の自給を大切にするという意識は5)

が，買物回数を少なくしているのかもしれない。

(F) 送迎

送迎を担当するのは，経営主夫婦である。経営主は 61時間 (56日〉を，妻は 180時間
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(179日)を費やしている。妻の送迎時間は，時間，日数ともに経営主のおよそ 3倍である。

被送迎者の総延人数は， 757人である。経営主が 223人，妻が 534人を送迎した。被送

迎者の内訳は，長女が最も多く 211回，次いで二女210回，父 121回，長男 118回，母59

回，経営主7回と続く。以上はすべてG農家の家族成員であるが，妻が被送迎者になった

ことはない。以下，妻の母7回，講師 6回，妻の父 4回，妻の兄，祖父の姉の弟，父の友

人(夫)，父の友人〈妻〉それぞれ2回，甥，叔母，曽叔父，曽叔母，友人，担任の先生

それぞれ 1回となっている。なお，講師は金山交流会が招いたものである。

ところで，長女が最も多いのは，新庄農高への通学のための送り迎えであり，同じ高校

生の長男が少ないのは，彼が寮生活をしたためである。二女が多いのは，金山中学校への

通学のためである。父の場合は，役職の関係や交友，旅行などのために出かけることが多

いからである。

杉沢部落を含む地区の中心地の下中固まで， G農家から約 5kmほどである。その下中田

から金山町の中心部を通り新庄市街地までパスの便がある。しかし，下中田と金山町の中

心部を結ぶノ4スの運行回数はずっと少なくなる(新庄・金山聞が 28回，金山・下中田聞

が5回〉。パスの運行状況が一つの条件であるが，通学，会議，健康管理などの被送迎者

の用件によって行先が決まっており，そこへ宣行する場合が少なくない。行先別にみると，

総数522回のうち金山町中心部が 267回で最も多く，次いで下中田 124回，新圧市街地90

固となっており，この 3地点、で92%を占める。最も速いところは，寒河江市 (86km)で

ある。 B，C， D農家の例と合わせて考えると，およそ 80km閣内が送迎の範囲というこ

とになる。

(G) 健康管理その他

G農家の家族成員4人が，健康管理その他に貨やした時聞は 4人とも 70時間から 90

時間の間にある。その中で母が最も多く，次いで妻，父，経営主の順となっている。しか

し，健康管理とその他を分けてみると，健康管理の比率が最も大きいのが母の 98%で，

次いで妻77%，父72%，経営主45%の順となっている。

健康管理は，医療と理容とに大別できる。医療は，さらに集団検診と家族医療および個

人医療とに分けられる。集団検診には，成人病検診，婦人検診，貧血検査，胃がん検診，

νシトグシなどがあり，それぞれが該当する検査を受けている。家族医療は，子女の医療

の付き添いとして医療施設を訪れることであるが，経営主夫婦だけの行動となっており，

両者の時聞を比較すると 1対5の割合で妻のほうが経営主より多い。個人医療は，それぞ

れ個人が医療を受けたものであるが，その時間は，母が最も多く，次いで父，経営主，妻

の順となっている。なお， G農家が利用する医療施設の所在地は，主として金山町および
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新圧市である。理容にほ，家族成員がそれぞれ1-5回出かけており，すべて金山町の施

設を利用している。

その他 IC:費やした時間は.経営主が 40 時間で最も多~ .次いで父21時間，妻 19時間

の順となっており，母はない。その内容をみると，経営主は，自動車修理，簡易車庫っく

り，除雪機修理，建材集め，庭石運び，石材庖への所用，荷物発送，銀行への所用などで

ある。妻は，自動車修理，運転免許更新，自転車修理，役場・銀行・郵便局への所用，荷

物発送などである。父は，庭石運び，石材庖への所用，乗車券購入，銀行への所用などで

ある。

(4) 生活行動の地域的拡がり

ここでは，外出生活行動の地域的拡がりについて述べる。生活行動の地域的拡がりを，

目的別，距離区分別，続柄別にその回数を示したのが，第'zl表，第28表，第29表であ

る(第4図参照〕。総数1.209回のうち，妻が 543回で最も多く，次いで経営主399回，

父135回，母 132回の順となっている。 これを，目的別にみると，送迎が521回 (43%)

で最も多く，次いで交際 143回(12%). 学校・学習 141回 (12%). νクリエーショ γ

131回 (11%).諸会合 129回 (11%).健康管理その他 121回(10%). 買物23回 (2

%)の順となっている。さらに，県内，県外別にみると，県内が 98%を占めている。そ

の県内を距離区分別にみると .8-20km圏内が 508回で最も多く，次いで 20-40回圏

内が却1回. 4-8km圏内が 158回. 4km未満圏内が 115回，部落内が 106回.40-80 

h圏内が66回，加h以上圏内が31回の順となっている。

距離区分毎に大まかに生活行動の特徴をみてみよう。部落内で多いのは，交際 44回，

自治 21回，学校・学習 18回などである。交際は父と母に多く，葬式，盆礼，彼岸礼など

である。自治は経営主IC:多く，部落集会や農政事務などである。学校，学習は，経営主夫

婦のナメコを中心とする学習であり，妻が冬期分校の手伝いをする。

4km未満圏は，杉沢部落の農家や公民館の周囲にある山林，耕地，稲荷神社や墓地であ

る。ここで飛び抜けて多いのが， νクリエーショシの 86回であり，母がとくに多く，妻

も多い。山菜・山野草採りに“山"を遊びの場として活用している。

4-8km圏内でとくに多いのが送迎の 124回であり，自治の 8回も見逃せない。送迎は，

地区の中心地下中田までのそれであり，経営主夫婦とくに妻が多い。自治は専ら経営主が

会合のために下中田へ出かける。

8-2Okm圏内でも送迎が 276回で最も多く，健康管理その他が 66回，学校・学習が 52

回，農業経営が 30回， 自治がm固などの順となっている。 8-20km圏内にほ，金山町
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第 27表 G農家の生活行動の目的別，距離区分別，続柄別回数一一(1)一一

(( )内iま%J

諸

会

^ I生活改善
Iコ

交

一一

内

岡

市

都

計

4
去、‘
J
A
U
A
U
Aリ

d
t
2
4
8
 

落
~
~
~
~
~
~
田
京

4企
3
3
n
u
n
u
n
u

4
£
〈
の
4
4
A
1
0
0

部

秋

東

小
治

農業経営

内

都

計

4曇

n
u
n
U

4
n
4
0口

落
~
~
~
~
京

，、，
A
り

A
U

ε
r
t
A
U
τ
0
0
 

部

東

小

部落内

4 - 8 
8 - 20 
20 - 40 
80 -

計

部落内
"" 4 

4 - 8 
8 - 20 
20 - 40 
40 "" 80 
80 "" 

秋田市
東京都

|計!
部落内

- 4 
4 ~ 8 

8 - 20 
20 - 40 
40 ~ 80 
80 ~ 

新潟市
埼玉県大宮市 l 一
東京都 1-
l検 浜市 l ー
静岡県浜松市

小計(

際

11 ( 3) 
7 ( 2) 
7 ( 2) 1 -

6 ( 2) 1 -

2 ( 1) 

33 ( 8) 

2 ( 1) 
2 ( 1) 
15 ( 4) 
1 ( 0) 
5 ( 1) 
1 ( 0) 1 ー

26 ( 7) 

計 l ー

13 ( 3) 
9 ( 2) 
7 ( 2) 

21 ( 5) 
2 ( 1) 
1 ( 0) 
5 ( 1) 

1 ( 0) 

59 (15) 

ーノ、ノ、
J
J
1
ノ、‘ノ、ノ、目ノ

ヮ“
τ
A
A
v
q
d
o
h
T
ムハ
v

f
t
、
「
、
/
¥
「
、
「
〉
z
k
r
K

6
5
1
3
7
4
1
 

噌
よ

37 ( 9) 

、3ノ
唱・
4

f
'

、
Fhu 

1 ( 0) 

6 ( 1) 

父

4 ( 3) 

1 ( 1) 
13 (10) 
3 ( 2) 
1 ( 1) 
4 ( 3) 
1 ( 1) 

27 (20) 

母

1 ( 1) 

ー
ノ
、
ノ
、
，
，
、
l

ノ、
l

ノ一

司

ム

噌

ム

Tよ

1
i
s
u
τ

一

〆f
、

r
l
、〆・、、〆
t
‘、
r
t
、一

一
1
-
1
1
一
1
5

一
一
一
一

n
d
 

一一

9
一

一一

6
一

:jRIE 
l幻1=

6 ( 1) 

2 ( 0) 
8 ( 1) 
9 ( 2) 
1 ( 0) 
2 ( 0) 

28 ( 5) I 

6 ( 1) 
3 ( 1) 

7 ( 1) 
1 (10) 
8 ( 1) 

25 ( 5) 

9 ( 7) ー

4 ( 3) 

1 ( 1) 
22 (16) 
3 ( 2) 
1 ( 1) 
4 ( 3) 
1 ( 1) 

36 (27) I 

14 (10) 

2 ( 1) 
16 (12) 
5 ( 4) 
7 ( 5) 
1 ( 1) 
1 ( 1) 
1 ( 1) 
1 ( 1) 1 -

1 ( 1) 
1(1)1 -

50 (37) 

1

川
F

I

-

-

2

 

、ノ、，ノ、，ノ、
J

、ノ、ノ、ノ、ノ、，
J

、，
J
-

、，ノ、，ノ、，ノ、，
J
、J
1

J

1
ノ
-
、
、
ノ
、
ノ
、
1

ノ、，ノ、
3
ノ、
J

2
1
1
2
0
0
0
0
0
6
一
0
0
2
0
0
0
3
一
G
o
o
-
0
1

計
一
(
(
(
〔
(
(
(
(
(
(
一
(
(
〔
(
(
(
〔
一
(
(
(
(
〈
(

1
7
8
0
5
3
5
1
1ム

1

一
2
2
0
1
5
1
1
一
2
2
2
9
2
7

。ρ

ワ

釘

巧

d

一

η

ο

A

-

一

T
ム

25 ( 2) 
9 ( 1) 

一 110(1)
1 ( 1) 1 52 ( 4) 

1 14 ( 1) 
1 ( 1) I 4 ( 0) 
1 ( 1) 1 12 ( 1) 

1 1 ( 0) 
1 ( 1) 1 2 ( 0) 

6( 5) 1 129 (11) 

18 (14) 
3 ( 2) 

4 ( 3) 
4 ( 3) 
2 ( 2) 

31 (24) 

、，ノ、
E

ノ、
B

ノ、，ノ、，ノ、，ノ、
3

ノ、ノ、
B

ノ、、ノ、》ノ、ノ、，ノ

A
昔

、

i
n
u
n
o
τ
ム

q
G
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
nり
。
，
u

『

4

f
‘、「、、〆
t
、p
t
、fi
、〆‘、
r
t
、〆
'
L
f
h
p
t
、f
、、「、〆
t
‘、

A
“3
1ム
つ
d
n
u
n
d
司
A
9
b
司
A
Tム
τ
ム

1
4
胃

A

q

d

d斗
A

唱

i

S

4
品

市

i

η

4

4

4

・
守よ



調査・資料 山形県G農家の生活時間調査 151 

第 28表 G農家の生活行動の目的別，距離区分別，続柄別回数:-(2)-

(()内は%J

|距離区分|経営主| 父 母 計

部 落 内 ii5 9〈〈〈〈2〉'" 4 
4 '" 8 1 ( 0 

学 8 '" 20 85 38〉 17 ( 3 

2221((〈〈 1111)〉〉〉20'" 40 25 ( 6 8 ( 1 1 ( 1) 
校 40 '" 80 5 ( 1 21((0 0 

80 '" 7 ( 2 
学 宮城県白石市 1 ( 0) 

福島県会津若松市
111(((111〉) 〕習 福 島 市 1 ( 0) 

栃木県塩原町
東 京 都 2 ( 1) 2 ( 0) 

計 90 (23) 40 ( 7) 10 ( 7) 1 ( 1) 141 (12) 

'" 4 20(( 4〉 1 ( 1) 63 (48) 86(7〉) ) 
4 '" 8 3 ( 1) 1 ( 1) 5 ( 0 

レ
8 '" 20 1 ( 0 

11((( O0〉) 
3 ( 2 2 ( 2) 7 ( 1 

ク
20'" 40 2 ( 1 3 ( 0) 
40 '" 80 2 ( 1 2 ( 0) 6 ( 4) 51((41) ) 
80 '" 3 ( 1) 2 ( 0) 

コ二
岩手県平泉町 11((11) ) 1 ( 1) 
宮城県塩釜市

シ
福島県尾瀬 1 ( 0) 1 ( 0) 

ヨ 富山県黒部 1〈〈 1) 
211(〈(O0O)) ) 

ン
愛知県東浦町 1 ( 1) 
那 覇 市 1 ( 1 1 ( 1) 

計 12 ( 3) 30 ( 6) 16 (12) 73 (55) 131 (11) 

買
部 落 内 1 ( 1) 

115(〈O1)) 
8 '" 20 2 ( 1) 105〈(2l)) 

1 ( 1) 2 ( 2) 
20 '" 40 2 ( 1) 7 ( 1) 

物
計 4 ( 1) 15 ( 3) 1 ( 1) 3 ( 2) 23 ( 2) 

部 落内
|12141((101) ) 

送
4 '" 8 31 ( 8) i 93 (17) ，ー

8 '" 20 

曲 j l m z

276 (23) 
20 '" 40 93((8) ) 
40 '" 80 

621102|  
16 ( 1 

迎 80 '" 1 ( 0 一一 1 ( 0) 

| 小計 164 (41) I 357 (66) ー 521 (43) 

健 部 落 内

131ぐ〈〈 31j〉〉 22218(i (((OOO5〉〉〉〉i 

11 i111 

1(1〉 7i((il1530i 〉) 〉〉
康 '" 4 5 
タ日白 4 '" 8 3 ( 2) I 10 
理 8 '" 20 14(11〉〉 66 
そ 20 '" 40 14 ( 4 14 ( 3 I 32 
の 40 '" 80 1 ( 0 1 
他 計 33 ( 8) 48 ( 9) 22 (16) 18(14) i 121 (10) 
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第 29表 G農家の生活行動の目的別，距離区分別，続柄別回数一一(3)一一

c< )内は%J

距離区分 |経営主| 妻 父 母 計

部 落 内 35 ( 9) 30 ( 6) 19 ( 14) 22 ( 17) 106 ( 9) 

- 4 21 ( 5) 26 ( 5) 2 ( 1) 66 ( 50) 115 ( 10) 

4 '"'-' 8 47 ( 12) 101 ( 19) 7 ( 5) 3 ( 2) 158 ( 13) 

8 '"'-' 20 161 ( 40) 267 ( 49) 57 ( 42) 23 ( 18) 印8( 42) 

20 '"'-' 40 94 ( 24) 89 ( 16) 13 ( 10) 5 ( 4) 201 ( 17) 

40 - 80 18 ( 5) 24 ( 4) 16 ( 12) 8 ( 6) 66 ( 5) 

80 - 17 ( 4) 5( 1) 7 ( 5) 2 ( 2) 31 ( 3) 
距

秋 回 市 1 ( 1) 1 ( 0) 

岩手県平泉町 1 ( 1) 1 ( 1) 2 ( 0) 

離宮城県塩釜市 1 ( 1) 1 ( 0) 

" 白石市 1 ( 0) 1 ( 0) 

区新 潟 市 1 ( 1) 1 ( 0) 

福島県会津若松市 1( 1) 1 ( 0) 

分福 島 市 1 ( 0) 1 ( 1) 2 ( 0) 

栃木県塩原町 1 ( 1) 1 ( 0) 

別福島県尾瀬 1 ( 0) 1 ( 0) 2 ( 0) 

富山県黒部 1( 1) 1 ( 0) 

埼玉県大宮市 1( 1) 1 ( 0) 

東 京 都 3( 1) 1 ( 1) 1 ( 1) 5 ( 0) 

横 浜 市 1 ( 1) 1 ( 0) 

静岡県浜松市 1 ( 1) 1 ( 0) 

愛知県東浦町 1( 1) 1 ( 0) 

那 覇 市 1( 1) 1 ( 1) 2 ( 0) 

諸 会 A 日 59 ( 15) 28 ( 5) 36 ( 27) 6 ( 5) 129 ( 11) 

目 交 際 37 ( 9) 25 ( 5) 50 ( 37) 31 ( 24) 143 ( 12) 

学 校，学 習 90 ( 23) 40 ( 7) 10 ( 7) 1 ( 1) 141 ( 12) 

的レクリエーション 12 ( 3) 30 ( 6) 16 ( 12) 73 ( 55) 131 ( 11) 

511]買 物 4 ( 1) 15 ( 3) 1 ( 1) 3 ( 2) 23 ( 2) 

送 迎 164 ( 41) 357 ( 66) 521 ( 43) 

健康管理その他 33 ( 8) 48 ( 9) 22 ( 16) 8 ( 14) 121 ( 10) 

県
内 県 内 393 ( 98) 542 (100) 121 (伺〕 四〈咽)11.四(同
県
外県 外 6 ( 2) 1 ( 0) 14 ( 10) 3 ( 2): 24 ( 2) 
511] 

総 計 1 399 (1∞〉 臼 3(100) 135 (100) 132 (1∞) 11.209 (100) 

注.部落内は，杉沢部落の農家や公民館〈冬期分校併設)をさし. 4km未満には，山林，

川，回，畑，神社，墓などが含まれる.なお， G農家の自宅から最短の他部落(地区

の中心地の下中田〉まで 5km離れている.
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-酒田市88(4) 

-余目町75

-鶴岡市81(3) 

巨VJlt!!~ I 

I ~lmlt!!~ I 

(単位:回‘ ( )内は 2回以上の延べ回数〕

下中国5外沢9(7) 

小蝉7(3 ) 2.':¥: .0 diR (1閃)
谷口 9(2)-:羽場11・有屋17(8) 

荒屋13C2) ふ金山11(471) 
真窒川20C2). ・田茂沢14C4) 
羽根沢 大文15ノヘ・士内22(J[) 
.37 片貝ISC2)安沢15C3) 

泉印20C5) 
日下28C3) 

.新庄26 ・ .向町57

( 185)前大堀53-'-'-U)L平泉町 152(2) 

47C 3)ハ・ (r::::> 

-西川町92

I HliJlt!!h.o1 

一 赤倉64¥ v塩釜市 152

-大石田町55C2[)

-村山市5[(3) 

-東根市68C7) 

-寒河江市86(2) 
一 ・天童市74(4)

-山形市90([5)

C 9) ( 白石市 184

福島市 228(2) 

場原町 336

大宮市483

東京都 516C 5) 

横浜市 548

浜松市 758

愛知県東浦町 846

那覇市 2，229(2 ) 

第 4図 杉沢部落から外出先までの距離(道路による)一一G農家一一

注(1) 距離の計測には道路地図を使用し，道路地図で不明の場合は 7 ップメーターで計

測した.
(2) 那覇市までの距離2.229 kmは， 羽田までの陸路 533kmと羽田から那覇市までの

空路 1.696kmとの合計値である.
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の中心部が含まれ，そこには農協，中学校，病院などがある。金山町の中心部は，送迎の

発着地点としての回数では最も多く，次いで下中田，新庄市街地の順である。学校につい

ては，経営主が中学校の役員をつとめており，学習については，経営主の金山交流会を中

心とした学習活動が頻繁だからである。農業経営では，経営主夫婦と父が農協へ出かける。

自治では，経営主が青少年育成会議へ，父が納税貯蓄組合，農業者年金友の会，傷痕軍人

会などの会議へ出かけている。なお，金山町中心部での買物回数が，新庄市街地よりも多

し、。

20-40km圏内には，新庄市街地が含まれる。送迎が 93回で最も多く，学校・学習が

35回，健康管理その他が 32回，交際が 17回，生活改善が 9固などの順となっている。新

庄市は最上地域の中心地で，農業高校，病院，農業改良普及所がある。送迎は，主として

農業高校生の長女と長男のそれである。学校は，経営主が農業高校の役員をしており，会

議などへ出かけることが多い。健康管理その他は，とくに経営主夫婦が，その多くは子供

たちのために医療施設へ付き添いで出かけることが多い。

40-80km圏内には，最上地域の南部と村山地域の北東部が含まれ，妻の実家はこの圏

内にある。この圏内では交際が 21回で最も多く，次いで送迎 16回，レクリエーショシ 15

固などの順となっている。交際，送迎ともに妻の実家と関係するものが多い。レクリエー

ショシは，父と母が多く，湯治や小旅行である。

印刷以上圏内には，山形市，酒田市，鶴岡市，月山などが含まれる。 この圏内では学

校，学習が 10回で最も多く，次いでレクリエーショシ 6回， 自治5回，農業経営5固な

どの順となっている。学校，学習では，経営主が農業高校の役員として会議に出かけるこ

とが多い。レクリエーショシば，月山登山や体育大会への出席である。自治では，父の傷

炭軍人会，身体障害者福祉大会，納税貯蓄組合の会議などへの出席が主である。農業経営

では，すべて経営主が林業関係の会議へ出席したものである。

県外については，レク 3エーショシの 9回が最も多く，次いで学校，学習 7回，交際5

回などの順となっている。レクリエーショシでは，父が母と 2回一緒lζ平泉と那覇へ出か

けたほかに，農協みのり会や近歩二会の旅行に 3回出かけた。また，経営主夫婦が長女と

二女を連れて尾瀕へ出かげた。学校，学習の 7回は，すべて学習であり，経営主が，全国

林業シンポジクム，東北農家の会 (2回)，金山交流会の「体当り東京はなし語り」など

に出かけた。また，父は，森林組合研修，税務研修，身体障害者研修に出かけた。交際の

ために県外へ出かけたのは父だけであるが，それは，姪の結婚式，叔父(母方〕の見舞，

近歩二会の会合 (2回)，戦友墓参のためである。
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3. むすび

以上， G農家の生活時間調査結果を分析してきたが， ここで要約をしておこう (16)0 G 

農家は，専業農家で 2夫婦3世代家族である。経営主夫婦が基幹労働力，親夫婦が補助

労働力であり，家事は妻が担当する。経営耕地面積が 230a，山林(杉)50haを所有す

る。稲作，畜産(肥育和牛)，畑作(ニラ，オミナエシ)，杉，ナメコの複合経営である。

第 1に，農業労働時間について。林業労働時聞が 46%，稲作労働時聞が 36%，畜産労

働時聞が 13%，畑作労働時聞が4%である。林業のうちナメコの労働時聞が多い。続柄

別にみると，総農業労働時間のうち，経営主50%，妻 41%，父4%，母5%となってい

る。部門別に最多労働時閣を示す家族成員をみると，稲作，畜産，林業では経営主であり，

畑作では妻である。 G農家は，家族形態としてはA，D， E農家と同様であるが(17)， 部

門構成や家族成員の労働時間の配分が異なっている。

第 21こ，起・就床時刻，睡眠時間，食事開始時刻について。 G農家の経営主夫婦は，遅

寝早起の都市型であり，親夫婦は，どちらかといえば早寝早起の農村型である。家族成員

の共食が基本であることは，どの農家も同じであるが， G農家の場合食事開始時刻のバラ

ツキが，これまでの調査農家 (A→ F)と比較して小さいように思われる。なお， G農家

の時刻調査の季節変化については触れなかったが， G農家の場合季節的振れ(18)が小さい。

第 31乙，外出生活行動について。諸会合のなかの自治では，経営主夫婦が部落集会や青

少年育成会議に出席し，とくに経営主が農政事務取扱者や統計調査員などとして活動して

いる。父は，農業者年金友の会，納税貯蓄組合，傷庚軍人会，身体障害者協議会関係の役

職をもち，母lま傷庚軍人会妻の会の役職をもってそれぞれ活動している。

農業経営では，経営主がナメコ生産者協議会や林業グループ連絡協議会をはじめとして

林業関係の多くの役職をもち，父は森林組合の役職をもち，それぞれ活動している。

生活改善では，妻が生活改善実行グループの一員として，また各種会合に積極的に参加

している。母は，部落の念仏講lζ参加する。

交際では，父が近歩二会にとくに多くの時閣を費やしている。婚礼などについては，経

営主が年祝l乙，父が結納，結婚式11:，母が還暦祝に出席している。正月礼などについては，

経営主が盆礼，正月礼11:，妻と父が盆ネL.正月ネL，彼岸参りに，母が彼岸参りに出かけた。

葬式7件，法事(1回忌以上〉が 4件あり，とくに父が多くの時聞を費やし，経営主と妻

が手伝いに出かけている。ここで注目したいのは， G農家の 8代自にあたる父が， 2代目

当主の実家の葬式へ出かけており，かなり広い範囲の親戚が集まって葬式が営まれている

ことを示す。他方でG農家家族成員の交友関係、が多い。また，経営主と妻に手伝いがあり，
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稲作業，建前などに出かけている。

学校，学習のうち学校では，とくに経営主が小，中，高校の役職を担って多くの時聞を

費やしている。また，学習活動が極めて活発であり，とくに，経営主の金山交流会をとお

しての活動が注目される。

レクリエーショシでは，経営主夫婦の尾瀬や母の月山への旅，親夫婦の平泉や那覇への

旅，父の農協みのり会や近歩二会の旅，そして，家族成員4人が湯治に出かけている。と

くに，母と妻が，山菜・山野草採りに盛んに出かげた。これは，山村It:位置するG農家の

特色を色濃く示すものであるが.G農家家族全員の年1度の山へのピクニックは，家族の

紐帯を大切なものと考えているからであろう。

買物は，主として妻が担当するが，送迎のときに買物を済ませることが多く，買物回数

としてほ，極めて少ない結果となった。

送迎は，経営主夫婦がおこない，大部分がG農家の家族成員である。また.G農家の地

理的位置と子供たち全員が中，高校生であるため，とくに回数が多くなっている。

健康管理その他のうち，医療を目的とした外出は，父母に多くなっている。しかし，妻

が子供たちのために付き添って医療施設を訪れることも少なくなかった。 G農家の家族成

員は，各種の集団検診に積極的に参加している。

第41t:.外出生活行動の地域的拡がりについて。 8-20km圏内にある金山町の中心部

へ出かけることが最も多い。それは，とくに送迎のためであるが，諸会合，学習，交際を

目的として出かけることも決して少なくない。次いで.20-40kml覇内の新庄市街地が多

く. 4-8km圏内の地区の中心地下中田. 4km未満(主として山)，部落内のj眠となって

いる。県外へ出かけた回数が，全体の 2%とはいえ，東京の 5回をはじめ，各地へ出かけ

ており，学習活動やレク 9エーショ Yが極めて活発だといえよう。

注(1) A. B. C. D. E. F農家については，以下の拙稿を参照されたい。

A農家。「庄内地方におけるー農家の生活構造一一生活時間調査を手がかりに

一一Jcr農業総合研究』第 26巻第2号，昭和47年).137 -162ページ。

B農家of生活時間調査からみた農家の生活構造一一山形県新庄市角沢のB農家

をめぐって一一Jcr農業総合研究』第 37巻第 3号， 昭和 58年).73 -120ぺ

ージ。

C. D農家。「農家の生産・生活構造一一山形県C. D農家の生活時間調査分析

一一JC東北農業研究会編「東北農業・農村の諸相』第 5章，昭和 62年).245 

-340ページ。

E農家。「山形県E農家の生活時間調査Jcr農業総合研究」第 42巻第 1号， 昭

和田年).143-171ページ。
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F農家。「山形県F農家の生活時間調査Jcr農業総合研究』第 42巻第 3号， 昭

和田年)， 25 -67ページ。

(2) 栗田和則・キエ子著， i和則さん， 42歳に集う」会企画編集『耕す日々.J]C耕人舎，

1985年)には，経営主の生き方を探る姿と家族の生活が生き生きと綴られている。

(3) 前掲『耕す日々 .J]， 127ページ。

(4) 前掲『耕す日々J，38ページ。

(5) (峯金太郎著)r増訂最上郡史.J](最上郡教育会，昭和 4年)， 693ページ。

(6) 計算式は以下のとおりである。

1966年(経営主が結婚した年)ー(1代 25年X8代=2∞ 年)=1766年。明和 3年

(7) 守田志郎「杉山の塁， 杉心材の家」前掲『耕す日々.J]， 170-173ページ。初出は

守田志郎『村の生活誌』。

(8) iいろりドラムカン風呂わかし器Jcr現代農業」昭和 60年 9月号)， 28-29ベー

シ。

(9l 前掲『耕す日々J，167 -169ページ。

UOl 1農業をする者が農家を訪ね，その家の暮らしや農業の事を「聞き書JJしたもの

である。前掲「耕す日々J，174 -179ページ。

u!)前掲『耕す日々J.179 -187ページ。

四 『自然と人間を結ぷ』第 108号 cr農村文化運動』を改題〉は，東北農文協再建 20

周年記念集会の記録を特集している。 1988年 4月。

U3l 湯治見舞いとは，湯治場fC土産など持参して湯治客(親戚，友人など)を慰労す

ることであり，見舞い客自身が 1晩ほど泊ってくることがある。

叫 前掲『耕す日々J，244 -245ページ。初出は広田雅子「気持ちにゆとりのある暮

らし=農業Jr地上』昭和 60年 6月号。

日日 経営主は， 1裏山は「野菜畑」なり」といっている。前掲『耕す日々J，141-143 

ページ。

日目 注{llのうちのC，D農家の分析のなかで， A， B， C， Dの4農家の家族類型別

比較を試みているので，とくにその 316-333ページを参照されたい。

U7l A， D， E， G農家の家族形態をより精確に表現すればD，G農家は，まさに 2

夫婦 3世代家族であるが， A， E農家は傍系を含む。

叫 例えば，月平均における起床時刻の最も早い起床時刻と最も遅い起床時刻jの差は，

A農家ではおよそ 2時間であったが， G農家の場合には 1時間を超えるのは母だ

けで，経営主夫婦と父は 1時間fC満たない。

〔付毘〕

1年聞にわたる日々の丹念な記帳によって，資料を提供されたG農家の方々に，厚く

お礼を申し上げたい。




